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源
顕
房
の
詠
歌

―
集
成
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考
証
―
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花
上
　
和
広

源
顕
房
は
、
土
御
門
右
大
臣
源
師
房
二
男
、
母
は
道
長
女
尊
子
。
右
大
臣
従
一
位
に
至
る
。
同
母
兄
に
左
大
臣
俊
房
、
同
母
妹
に
藤
原
師
実
室
麗
子
が
い
る
。
娘
賢
子
は
師

実
の
養
女
と
な
り
、
そ
の
後
、
白
河
天
皇
の
中
宮
と
な
る
。
賢
子
は
媞
子
内
親
王
・
善
仁
親
王
（
堀
河
天
皇
）
ら
を
儲
け
、
顕
房
は
堀
河
天
皇
の
外
戚
と
な
る
。

こ
の
時
代
は
、
天
皇
家
と
摂
関
家
は
対
立
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
和
歌
事
象
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
天
皇
家
や
摂
関
家
な
ど
は
互
い
に
血
縁
関
係
が
あ
り
、
対
立
構
造

だ
け
で
な
く
融
和
的
構
造
と
い
う
方
向
か
ら
も
理
解
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
は
、
顕
房
の
詠
ん
だ
和
歌
二
十
三
首
に
つ
い
て
、
歌
の
集
成
と
考
証
作
業
を
通
し
て
、
歌
人
と
し
て
の
顕
房
の
活
動
を
論
ず
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
示
し
、
白
河
朝
か

ら
白
河
院
政
期
に
お
け
る
権
門
歌
人
と
し
て
の
顕
房
の
和
歌
史
上
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
知
り
得
た
こ
と
を
整
理
し
、
権
門
歌
人
顕
房
の
あ
り
よ
う
を
示
す
。

ま
ず
、
初
期
の
代
作
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
顕
房
一
五
歳
の
歌
合
詠
は
侍
従
乳
母
の
代
作
と
い
う
が
、
同
年
に
催
さ
れ
た
他
の
歌
合
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
代
作
し

て
も
ら
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
郁
芳
門
院
根
合
で
は
、
そ
の
作
者
名
表
記
に
関
し
て
、
顕
房
の
代
作
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
顕
房
が
歌
合
な
ど
の
ハ
レ
の
場
で
歌
を

詠
む
こ
と
は
権
門
歌
人
と
し
て
果
た
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
若
い
時
に
は
代
作
を
し
て
も
ら
い
、
長
じ
て
は
代
作
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
た
。

次
に
顕
房
は
、
若
い
時
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
歌
合
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
特
に
承
暦
二
年
四
月
廿
八
日
内
裏
歌
合
や
寛
治
七
年
五
月
五
日
郁
芳
門
院
根
合
に
お
い
て
判

者
を
務
め
た
こ
と
は
、
権
門
歌
人
と
し
て
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

三
つ
目
は
顕
房
と
経
信
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
人
は
中
宮
馨
子
内
親
王
の
中
宮
職
の
役
職
に
お
い
て
、
顕
房
は
中
宮
大
夫
、
経
信
は
中
宮
権
大
夫
と
い
う
身
分
差
の

あ
る
関
係
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
大
納
言
経
信
集
』
に
は
、
馨
子
内
親
王
が
斎
院
退
下
後
は
師
房
第
に
住
ま
い
、
そ
こ
で
遊
び
が
催
さ
れ
た
記
事
等
よ
り
、
経
信
と
顕
房
の
近
し

い
関
係
が
見
出
さ
れ
る
。
顕
房
と
経
信
は
多
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
関
係
が
見
出
さ
れ
る
。

最
後
に
顕
房
詠
が
『
後
拾
遺
集
』
と
『
金
葉
集
』
に
そ
れ
ぞ
れ
四
首
ず
つ
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
当
代
歌
人
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
の
証
と
も
な
ろ
う
が
、
そ
れ

ら
の
撰
集
を
命
じ
た
白
河
院
と
の
特
別
な
関
係
（
顕
房
は
院
の
舅
で
堀
河
天
皇
の
外
祖
父
）
も
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
歌
壇
史
に
お
け
る
天
皇
家
と
摂
関
家
は
、
一
般
的
に
対
立
構
造
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
顕
房
の
和
歌
活
動
を
通
し
て
み
る
と
、
顕
房
も
摂

関
家
の
一
員
で
あ
る
が
天
皇
家
と
も
極
め
て
融
和
的
な
関
係
が
保
た
れ
て
き
た
。
権
門
歌
人
顕
房
の
特
徴
が
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
源
顕
房　

権
門
歌
人　

白
河
院
政
期　

天
皇
家　

摂
関
家

要
　
　
旨
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一
．
は
じ
め
に

源
顕
房
は
、
土
御
門
右
大
臣
源
師
房
二
男
、
母
は
道
長
女
尊
子
。
右
大
臣
従
一
位

に
至
る
。
六
条
右
大
臣
と
呼
ば
れ
た
。
同
母
兄
に
左
大
臣
俊
房
、
同
母
妹
に
藤
原
師

実
室
麗
子
が
い
る
。
顕
房
女
賢
子
は
師
実
の
養
女
と
な
り
、
そ
の
後
、
白
河
天
皇
の

中
宮
と
な
る
。
賢
子
は
敦
文
親
王
、
媞
子
内
親
王
（
郁
芳
門
院
）、
善
仁
親
王

（
堀
河
天
皇
）
ら
を
儲
け
、顕
房
は
堀
河
天
皇
の
外
戚
と
な
る
。
永
保
三
（
一
〇
八
三
）

年
正
月
、
兄
の
俊
房
が
左
大
臣
に
な
る
と
と
も
に
顕
房
も
右
大
臣
に
昇
進
し
た
。
寛

治
八
（
一
〇
九
四
）
年
九
月
五
日
、
五
八
歳
で
亡
く
な
る
（
１
）。

顕
房
の
生
き
た
時
代
は
、
白
河
朝
か
ら
白
河
院
政
期
に
あ
た
り
、
天
皇
親
政
が

強
ま
っ
て
い
く
時
代
で
あ
っ
た
。

顕
房
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

上
野
理
氏
『
後
拾
遺
集
前
後
』（
昭
和
五
十
一
年　

笠
間
書
院
）

奥
田
久
輝
氏
「
村
上
源
氏
の
歌
・
右
府
顕
房
と
北
ノ
方
隆
子
―
新
古
今
集
作
者

考
―
」（
園
田
国
文　

第
十
七
号　

一
九
九
六
・
三
）

こ
の
時
代
の
和
歌
文
学
に
目
を
向
け
る
と
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
が
白
河
天
皇
の

命
に
よ
り
藤
原
通
俊
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
上
野
氏
は
『
後
拾
遺

集
』
成
立
前
後
の
和
歌
活
動
に
つ
い
て
、
和
歌
史
的
視
点
よ
り
考
察
す
る
な
か
、
特

に
摂
関
家
の
和
歌
動
向
等
を
論
ず
る
時
に
顕
房
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
奥
田
氏

は
『
新
古
今
集
』
に
収
め
ら
れ
た
顕
房
の
歌
を
中
心
に
作
者
考
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
時
代
は
、
天
皇
家
と
摂
関
家
は
対
立
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
和
歌
事
象
が

捉
え
ら
れ
て
い
る
面
（
２
）
が
あ
る
。
確
か
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
天
皇
家

や
摂
関
家
ま
た
村
上
源
氏
な
ど
は
、
互
い
に
血
縁
関
係
が
あ
り
、
対
立
構
造
一
辺
倒

で
な
く
、
融
和
的
構
造
と
い
う
方
向
か
ら
も
理
解
を
進
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。顕

房
の
父
師
房
が
、
頼
通
の
猶
子
と
な
っ
て
以
来
、
師
房
は
頼
通
の
異
母
妹
尊
子

（
顕
房
母
）
を
室
と
し
、
ま
た
娘
麗
子
を
師
実
室
と
す
る
な
ど
、
摂
関
家
と
も
深
い

関
係
を
持
っ
た
。
顕
房
も
そ
の
流
れ
を
く
み
、
摂
関
家
の
師
実
・
師
通
の
政
治
活
動

並
び
に
和
歌
活
動
を
支
え
た
一
人
で
あ
る
。『
今
鏡
』
で
は
「
六
条
殿
（
顕
房
）
は

歌
よ
み
に
ぞ
お
は
し
ま
し
て
、
判
な
ど
し
給
ひ
き
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
顕
房
の
詠
ん
だ
和
歌
一
首
一
首
に
つ
い
て
、
歌
の
集
成
作
業
と
詠
ま
れ

た
場
や
詠
作
年
次
ま
た
同
時
詠
、
交
友
関
係
等
の
考
察
を
通
し
て
、
歌
人
と
し
て
の

顕
房
の
活
動
を
論
ず
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
示
し
、
白
河
朝
か
ら
白
河
院
政
期
に
お

け
る
権
門
歌
人
と
し
て
の
顕
房
の
和
歌
史
上
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
（
３
）。

村
上
源
氏
の
源
顕
房
の
和
歌
活
動
を
細
か
に
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
彼
が
生

涯
ど
の
よ
う
に
歌
合
等
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
ハ
レ
の
歌
と
ケ
の
歌
の
様
子
―
ど

の
よ
う
な
場
で
ど
の
よ
う
な
歌
を
詠
じ
た
か
、
ま
た
天
皇
家
や
摂
関
家
、
そ
し
て
そ

れ
を
取
り
巻
く
人
た
ち
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、

権
門
歌
人
の
顕
房
の
あ
り
よ
う
が
見
え
て
く
る
と
考
え
る
（
４
）。

二
．
顕
房
の
詠
歌

顕
房
の
詠
ん
だ
和
歌
で
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
私
家
集
・
歌
合
等
に
収
め
ら
れ
た

和
歌
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
和
歌
が
二
つ
以
上
の
集
に
掲

出
さ
れ
て
い
る
場
合
、
勅
撰
集
を
優
先
し
て
あ
げ
た
。

一
．
は
じ
め
に

二
．
顕
房
の
詠
歌

三
．
顕
房
詠
の
考
証

四
．
ま
と
め

付　

顕
房
年
表
（
含
、
詠
作
年
次
推
定
歌
）
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勅　

撰　

集
　

十
四
首　

 

後
拾
遺
集
四
首
、
金
葉
集
（
５
）
四
首
、
千
載
集
一
首
、 

新
古
今
集
一
首
、
新
勅
撰
集
一
首
、
続
古
今
集
一
首
、 

新
千
載
集
一
首
、
新
後
拾
遺
集
一
首
、

私　

撰　

集
　
　

三
首　

 

続
詞
花
集
一
首
、
万
代
集
一
首
、
秋
風
集
一
首
、

私　

家　

集
　
　

一
首　

 

大
納
言
経
信
集
（
６
）
一
首
、

歌　
　
　

合
　
　

三
首　

 

永
承
六
年
春
内
裏
歌
合
一
首
、 

天
喜
四
年
四
月
卅
日
春
秋
歌
合
一
首
、 

郁
芳
門
院
根
合
一
首

歌　

学　

書
　
　

二
首　

和
歌
一
字
抄
二
首

合　
　
　

計

二
十
三
首

以
上
、
二
十
三
首
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
と
そ
の
他
出
文
献
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
年
次
が
定
ま
っ

て
な
い
歌
は
考
証
の
上
、
年
次
を
確
定
し
た
。
そ
し
て
詠
作
年
次
の
早
い
も
の
か
ら

順
に
あ
げ
た
（
７
）。
な
お
、
歌
集
名
等
の
上
に
冠
し
た
番
号
は
、
詠
作
年
次
の
順
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

勅
撰
集
等
に
収
め
ら
れ
た
顕
房
詠 

他
出
文
献

①
永
承
六
年
春
内
裏
歌
合　

二 

ナ
シ

②
新
千
載
集
・
夏　

二
三
四 

 

永
承
六
年
五
月
五
日
内
裏
根
合　

四
、

栄
花
物
語
（
根
合
）
五
二
四
、万
代
集

六
四
一

③
秋
風
集
・
秋
下　

三
七
一 

ナ
シ

④
天
喜
四
年
四
月
卅
日
春
秋
歌
合　

九 

栄
花
物
語
（
根
合
）

⑤
新
勅
撰
集
・
雑
一　

一
一
〇
九 

康
資
王
母
集　

三
三

⑥
続
古
今
集
・
秋
上　

三
一
六 

ナ
シ

⑦
金
葉
集
・
賀　

三
三
〇 

ナ
シ

⑧
後
拾
遺
集
・
賀　
　

四
四
〇 

ナ
シ

⑨
千
載
集
・
雑
上　

一
〇
三
七 

栄
花
物
語　

八
一
五

⑩
後
拾
遺
集
・
恋
一　

六
六
二 

題
林
愚
抄　

六
四
四
八

⑪
後
拾
遺
集
・
賀　
　

四
三
六 

大
納
言
経
信
集　

一
八
七

⑫
新
古
今
集
・
賀　

七
二
四 

ナ
シ

⑬
大
納
言
経
信
集　

五
二 

夫
木
抄
・
夏
一　

二
四
八
三

⑭
金
葉
集
・
冬　

二
八
九 

ナ
シ

⑮
金
葉
集
・
雑
下　

六
〇
七 

ナ
シ

⑯
和
歌
一
字
抄
・
上　

五
四
七 

ナ
シ

⑰
郁
芳
門
院
根
合　

一
〇 

 

金
葉
集
初
度
本
・
夏　

一
九
九
、
続
詞

花
集
・
夏　

一
三
二
、

⑱
郁
芳
門
院
根
合　

一
三 

ナ
シ

⑲
郁
芳
門
院
根
合　

一
四 

 

金
葉
集
・
賀　

三
〇
六
、
和
歌
童
蒙
抄　

九
四
六
、
袋
草
紙　

四
七
〇

⑳
郁
芳
門
院
根
合　

一
八 

新
後
拾
遺
集
・
恋
二　

一
〇
八
五

㉑
後
拾
遺
集
・
恋
二　

六
九
八 

ナ
シ

㉒
万
代
集
・
春
上　

二
〇
六 

夫
木
抄
・
春
四　

一
一
三
一

㉓
和
歌
一
字
抄
・
上　

三
九
九 

ナ
シ

三
．
顕
房
詠
の
考
証

顕
房
の
詠
ん
だ
和
歌
に
つ
い
て
、
年
次
の
早
い
も
の
か
ら
、
歌
の
集
成
な
ら
び
に

詠
作
の
場
や
年
次
の
特
定
、
人
物
考
証
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　

＊

①
『
永
承
六
年
春
内
裏
歌
合
（
一
四
五
）』
に
見
え
る
次
の
歌
が
、
顕
房
の
詠
ん

だ
歌
で
年
次
の
最
も
早
い
歌
で
あ
る
。

四
番　

春
雨

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
佐
藤
原
公
房
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円
居
し
て
見
れ
ど
も
あ
か
ぬ
春
雨
を
心
に
ふ
か
く
染
め
ま
さ
り
ぬ
る

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
少
将　

顕
房

春
雨
に
軒
の
し
づ
く
の
つ
く
づ
く
と
君
が
千
歳
を
祈
る
今
日
か
な

こ
の
『
永
承
六
年
春
内
裏
歌
合
』
は
廿
巻
本
歌
合
の
断
簡
で
、
現
存
す
る
も
の
は

二
葉
で
あ
る
た
め
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
古
今
歌
合
巻
第
二
目

録
』
に
、
歌
題
が
六
つ
（
鶯
、
桜
、
柳
、
春
雨
、
欵
冬
、
藤
花
）
あ
る
こ
と
よ
り
、

六
番
十
二
首
の
可
能
性
が
高
い
。
①
の
歌
に
他
出
文
献
は
見
出
せ
な
い
。
永
承
六

（
一
〇
五
一
）
年
の
春
、
顕
房
一
五
歳
の
詠
で
あ
る
。
但
し
、
後
述
す
る
②
の
例
よ

り
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
歌
も
十
五
歳
の
折
の
詠
で
あ
る
の
で
代
作
さ
れ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

＊

②
『
新
千
載
集
』（
夏
、
二
三
四
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

永
承
六
年
殿
上
歌
合
に
、
時
鳥　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

う
た
た
ね
は
夢
に
や
あ
る
ら
む
時
鳥
お
ど
ろ
く
程
に
又
も
き
こ
え
ぬ

こ
の
歌
は
『
永
承
六
年
五
月
五
日
内
裏
根
合
（
一
四
六
）』
の
歌
で
、
他
出
文
献

と
し
て
以
下
Ａ
〜
Ｄ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

Ａ
『
永
承
六
年
五
月
五
日
内
裏
根
合
』
十
巻
本

　
　
　
　
　

郭
公

　
　
　
　
　
　

左

　
　

郭
公
た
だ
一
声
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
な
ほ
待
つ
人
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な

　
　
　
　
　
　

右
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
従
乳
母

　
　

う
た
た
ね
の
夢
に
や
あ
ら
む
郭
公
お
ど
ろ
く
ほ
ど
に
ま
た
も
聞
こ
え
ず

Ｂ
『
永
承
六
年
五
月
五
日
内
裏
根
合
』
廿
巻
本

　
　

二
番　

郭
公

　
　
　
　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
仲

　
　

郭
公
た
だ
一
声
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
な
ほ
待
つ
人
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な

　
　
　
　
　
　

右
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
房

　
　

う
た
た
ね
の
夢
に
や
あ
ら
む
郭
公
お
ど
ろ
く
ほ
ど
に
ま
た
も
聞
こ
え
ず

Ｃ
『
栄
花
物
語
』（
根
合
）

　
　

永
承
六
年
五
月
五
日
殿
上
歌
合

　
　

二
番　

左
持

　
　
　
　
　
　

郭
公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
左
中
弁
藤
資
仲

　
　

郭
公
た
だ
一
声
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
ま
た
待
つ
人
に
な
り
ぬ
べ
き
か
な

　
　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
中
将
源
顕
房

　
　

う
た
た
ね
の
夢
に
や
あ
る
ら
ん
郭
公
ま
た
と
も
聞
か
で
過
ぎ
ぬ
な
る
か
な

Ｄ
『
万
代
集
』（
夏
、
六
四
一
）

　
　
　
　

永
承
六
年
殿
上
歌
合
に
、
郭
公
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

　
　

 

う
た
た
ね
の
ゆ
め
に
や
あ
ら
む
ほ
と
と
ぎ
す
お
ど
ろ
く
ほ
ど
に
ま
た
も
き
こ

え
ぬ

十
巻
本
の
み
作
者
名
が
「
侍
従
乳
母
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て

萩
谷
朴
氏
（『
平
安
朝
歌
合
大
成　

増
補
新
訂　

二
』
一
九
九
五
年　

同
朋
舎
出
版
、

一
〇
三
八
頁
）
は
、

…
…
…
十
巻
本
は
和
歌
の
作
者
を
記
し
、
廿
巻
本
は
方
人
と
し
て
和
歌
を
提
出

し
た
人
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
隆
資
―
惟
綱
、
良

暹
―
信
房
、
侍
従
乳
母
―
顕
房
、
良
暹
―
国
成
の
如
き
は
代
作
者
と
依
頼
者
の

関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
…
…
…
（
傍
線
筆
者
）

と
さ
れ
る
。
萩
谷
氏
の
こ
の
指
摘
を
参
考
に
す
る
と
、
顕
房
は
こ
の
時
、
一
五
歳
な

の
で
、
年
配
で
あ
る
侍
従
乳
母
が
顕
房
の
代
作
を
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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＊

③
『
秋
風
集
』（
秋
下
、
三
七
一
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

 
四
条
の
お
ほ
き
さ
い
の
宮
の
内
裏
に
お
は
し
ま
し
け
る
に
、
宮
庭
菊
と
い
ふ

こ
と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
の
お
ほ
い
ま
う
ち
君

お
く
霜
も
こ
こ
ろ
あ
る
ら
し
九
重
に
の
ど
か
に
に
ほ
ふ
し
ら
ぎ
く
の
は
な

右
の
歌
に
他
出
は
な
い
が
、
同
じ
折
に
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
が
『
後
拾
遺
集
』

（
秋
下
・
三
五
一
）
に
、

　
　

 

後
冷
泉
院
御
時
、
后
の
宮
の
御
か
た
に
て
、
人
人
翫
宮
庭
菊
て
よ
み
は
べ
り

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
卿
長
房

あ
さ
ま
だ
き
や
へ
さ
く
き
く
の
こ
こ
の
へ
に
み
ゆ
る
は
し
も
の
お
け
ば
な
り
け
り

と
見
え
る
。
ま
た
『
範
永
集
』（
一
八
三
）
に
も
、

　
　

翫
宮
庭
菊

　
　

皇
后
宮
歌
合
、
蔵
人
良
綱
に
か
は
り
て

き
み
が
み
る
ま
が
き
の
き
く
の
さ
か
り
に
は
く
も
の
う
へ
び
と
き
て
ぞ
し
め
ゆ
ふ

と
見
え
る
（
８
）。

枝
松
睦
子
氏
は
、
次
に
示
す
『
出
羽
弁
集
』
九
五
番
歌
は
『
後
拾
遺
集
』
三
五
一

番
歌
と
同
じ
折
の
詠
で
、
そ
れ
は
永
承
六
（
一
〇
五
一
）
年
九
月
九
日
だ
と
述
べ
て

い
る
（
９
）。

　
　

 

さ
い
院
の
長
官
な
が
ふ
さ
の
き
み
の
、
う
ち
の
御
前
に
て
、
き
く
の
う
た

を
か
し
う
よ
み
た
り
と
御
前
に
も
ほ
め
さ
せ
た
ま
ひ
、
人
人
も
い
ひ
し
か

ば
、
い
ひ
や
り
し

い
と
さ
し
も
わ
れ
を
思
は
ぬ
き
み
な
れ
ど
た
だ
人
し
れ
ず
か
な
し
と
ぞ
き
く

（
九
五
）

　
　

か
へ
し
、
な
が
ふ
さ
の
き
み

い
ろ
ふ
か
く
た
の
む
こ
こ
ろ
の
し
る
し
に
は
こ
と
の
は
わ
き
て
人
の
と
ふ
ら
ん

（
九
六
）

氏
は
そ
の
根
拠
と
し
て
『
今
鏡
』（
巻
一
・
菊
の
宴
）
の
永
承
六
年
条
の
、

九
月
九
日
、
き
く
の
宴
せ
さ
せ
給
ひ
て
、「
菊
開
け
て
水
の
岸
か
う
ば
し
」
と

い
ふ
題
、
作
ら
せ
給
ひ
け
る
と
ぞ
聞
き
侍
り
し
。

や
『
扶
桑
略
記
』
永
承
六
年
九
月
の
記
事
、

九
月
、
白
河
院
競
馬
五
番
。
有
重
陽
宴
。
題
。
菊
開
水
岸
香
。

や
『
百
錬
抄
』
永
承
六
年
九
月
九
日
条
の
、

九
月
九
日
。
於
冷
泉
院
天
皇
詩
宴
。

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
が
、『
今
鏡
』
や
『
扶
桑
略
記
』
の
記
事
に
あ
る
歌
題
が
「
菊

開
水
岸
香
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
同
じ
折
と
は
考
え
に
く
い
。

た
だ
、『
出
羽
弁
集
』
九
五
・
九
六
番
歌
と
『
後
拾
遺
集
』
三
五
一
番
歌
は
詠
ま
れ

た
状
況
よ
り
考
え
る
と
、
同
じ
折
の
詠
の
可
能
性
は
あ
ろ
う
。『
出
羽
弁
集
』
は
永

承
六
年
の
正
月
か
ら
秋
ま
で
の
記
録
で
あ
る
（
10
）
と
い
う
こ
と
よ
り
推
す
と
、『
秋



花上和広　　源顕房の詠歌―集成と考証―

36総研大文化科学研究 第16号（2020）（ ）

風
集
』
三
七
一
番
歌
は
永
承
六
年
九
月
九
日
に
詠
ま
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
顕
房

一
五
歳
の
詠
と
な
る
。

　
　
　
　

＊

④
『
天
喜
四
年
四
月
卅
日
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
』（
九
・
一
〇
）
に
次
の
歌
が

見
え
る
。

五
番　

左
勝　

子
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
房
朝
臣

い
づ
れ
を
か
わ
き
て
ひ
か
ま
し
春
の
の
に
な
べ
て
千
年
の
ま
つ
の
み
ど
り
を

　
　
　

右　

雁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
大
輔

さ
よ
ふ
け
て
た
び
の
そ
ら
に
て
な
く
か
り
は
お
の
が
は
か
ぜ
や
よ
さ
む
な
る
ら
む

　
　

 

ま
こ
と
に
身
に
染
む
歌
也
。
宇
治
殿
（
11
）
を
か
し
が
ら
せ
給
ふ
。
さ
れ
ど

左
、「
夜
二
つ
」
と
申
す
。

『
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
』
は
後
冷
泉
天
皇
皇
后
寛
子
が
主
催
し
た
歌
合
で
、

こ
の
顕
房
の
歌
は
『
栄
花
物
語
』（
根
合
）
に
と
ら
れ
て
い
る
。

　

左
勝

　
　

子
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
中
将

い
づ
れ
を
か
わ
き
て
引
か
ま
し
春
日
野
の
な
べ
て
千
歳
の
松
の
緑
を

　

右

　
　

雁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
大
輔

さ
夜
深
く
旅
の
空
に
て
鳴
く
雁
は
お
の
が
羽
風
や
夜
寒
な
る
ら
ん

そ
の
ほ
か
『
袋
草
紙
』（
下
、
四
〇
〇
・
四
〇
一
）
に
、

五
番

　
　
　

子
の
日　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
中
将
顕
房

　
　

 

い
づ
れ
を
か
わ
き
て
ひ
か
ま
し
は
る
の
の
に
な
べ
て
ち
と
せ
の
松
の
み
ど
り

を

　
　
　

雁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
大
輔

　
　

 

さ
よ
ふ
か
く
た
び
の
そ
ら
に
て
な
く
か
り
は
お
の
が
は
風
や
よ
さ
む
な
る

ら
む

ま
こ
と
に
身
に
し
む
歌
な
り
。
殿
・
内
大
臣
を
か
し
が
ら
せ
給
ふ
。
左
よ
り
、「
右

歌
夜
ふ
た
つ
有
り
」
と
て
、
右
負
く
。

と
見
え
る
。「
さ
よ
ふ
け
て
」
の
伊
勢
大
輔
の
歌
は
、『
後
拾
遺
集
』（
秋
上
、

二
七
六
）
や
上
句
に
異
同
は
あ
る
が
家
集
『
伊
勢
大
輔
集
』（
Ⅰ
、七
三
）
に
見
え
る
。

こ
の
歌
合
に
顕
房
は
、
歌
人
で
あ
る
と
と
も
に
講
師
の
介
添
え
役
の
読
師
と
し
て

参
加
し
た
。
顕
房
二
〇
歳
の
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊

⑤
『
新
勅
撰
集
』（
雑
一
、一
一
〇
八
・
一
一
〇
九
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

六
条
右
大
臣
、
小
忌
宰
相
に
て
い
で
侍
り
に
け
る
あ
し
た
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

康
資
王
母

を
み
衣
か
へ
ら
ぬ
も
の
と
お
も
は
ば
や
日
か
げ
の
か
づ
ら
け
ふ
は
く
る
と
も

　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

か
へ
り
て
ぞ
く
や
し
か
り
け
る
を
み
衣
そ
の
日
か
げ
の
み
わ
す
れ
が
た
さ
に

右
の
歌
は
康
資
王
母
と
右
大
臣
顕
房
の
贈
答
で
あ
る
。『
康
資
王
母
集
』

三
二
・
三
三
番
歌
に
も
見
え
る
。
ま
た『
康
資
王
母
集
』で
は
こ
の
贈
答
に
続
い
て「
ふ

り
け
れ
ど
」（
三
四
）
の
歌
が
あ
る
。
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右
大
殿
の
宰
相
中
将
と
聞
え
し
と
き
、
五
節
い
だ
し
て
ま
か
り
給
ふ
に

を
み
ご
ろ
も
か
へ
ら
ぬ
も
の
と
お
も
は
ば
や
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
け
ふ
か
く
る
と

も
（
三
二
）

　
　

か
へ
し
、
ま
た
の
日

か
へ
り
て
ぞ
く
や
し
か
り
け
る
を
み
衣
そ
の
日
影
の
み
忘
れ
が
た
く
て
（
三
三
）

　
　

同
じ
夜
、
ふ
り
け
る
雪
の
山
に
は
つ
も
ら
ざ
り
し
か
ば

ふ
り
け
れ
ど
山
の
ゐ
に
雪
の
つ
も
ら
ぬ
は
ひ
か
げ
さ
し
い
で
し
名
残
な
り
け
り

（
三
四
）

右
の
「
ふ
り
け
れ
ど
」
の
歌
は
、『
四
条
宮
下
野
集
』
に
筑
前
（
康
資
王
母
）（
12
）

と
下
野
の
贈
答
と
し
て
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

 

そ
の
く
れ
に
ま
か
で
た
る
に
、
つ
と
め
て
ゆ
き
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ふ
り
た

る
に
、
筑
前

ふ
り
け
れ
ど
や
ま
ゐ
に
雪
の
つ
も
ら
ぬ
は
ひ
か
げ
さ
し
い
で
し
名
残
な
り
け
り

（
一
六
二
）

　
　

か
へ
し

ひ
か
げ
さ
す
や
ま
ゐ
の
雪
の
む
ら
ぎ
え
は
け
ふ
さ
へ
き
た
る
す
れ
る
こ
ろ
も
か

（
一
六
三
）

『
新
勅
撰
集
』（
雑
一
、一
一
〇
八
、一
一
〇
九
）
の
詠
作
年
次
に
つ
い
て
は
、『
康

資
王
母
集
』
に
「
右
大
殿
の
宰
相
中
将
と
聞
え
し
と
き
」
と
あ
り
、
顕
房
が
宰
相
中

将
で
あ
っ
た
の
は
、
康
平
四
（
一
〇
六
一
）
年
二
月
か
ら
治
暦
三
（
一
〇
六
七
）
年

二
月
ま
で
な
の
で
、
そ
の
間
の
五
節
が
行
わ
れ
た
十
一
月
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

清
水
彰
氏
は
『
下
野
集
』
の
編
年
性
よ
り
、
こ
こ
は
「
治
曆
元
年
十
一
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
」（
13
）
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
従

え
ば
、
顕
房
二
五
歳
の
詠
と
な
る
。

　
　
　
　

＊

⑥
『
続
古
今
集
』（
秋
上
、
三
一
六
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。

　
　

馨
子
内
親
王
家
に
て
、
七
夕
に
人
人
歌
よ
み
侍
り
け
る
に　
　

六
条
右
大
臣

い
か
ば
か
り
う
れ
し
か
ら
ま
し
た
な
ば
た
の
ま
つ
よ
の
か
ず
の
あ
ふ
よ
な
り
せ
ば

馨
子
内
親
王
は
後
一
条
天
皇
第
二
皇
女
、
母
は
道
長
女
威
子
。
後
に
後
三
条
天
皇

中
宮
と
な
る
。
詞
書
に
「
馨
子
内
親
王
家
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
歌
は
馨
子
が

中
宮
に
な
る
以
前
に
詠
ま
れ
た
歌
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
馨
子
が
中
宮
に
な
っ
た

の
は
、『
中
右
記
』
大
治
五
（
一
一
三
〇
）
年
二
月
二
十
一
日
条
に
、

西
院
皇
太
后　

今
日
以
中
宮
章
子
為
皇
太
后
皇
后
、
大
夫
大
納
言
顕
房
、
権
大
夫
参
議
大
弁
源
経
信

　
　

延
久
元
年
七
月
二
日
、
立
二
品
馨
子
内
親
王
為
中
宮

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
延
久
元
（
一
〇
六
九
）
年
七
月
二
日
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

歌
は
そ
れ
以
前
に
詠
ま
れ
た
こ
と
と
な
る
。

顕
房
と
馨
子
内
親
王
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
馨
子
は
顕
房
の
父
師
房
の
時
代
か
ら

関
わ
り
が
あ
っ
た
。『
栄
花
物
語
』（
殿
上
の
花
見
）
に
、

左
衛
門
督
（
師
房
）
と
聞
こ
ゆ
る
は
、
故
中
務
宮
（
具
平
親
王
）
の
御
子
な
り
、

東
宮
権
大
夫
か
け
た
ま
へ
る
、斎
院（
馨
子
内
親
王
）の
別
当
に
な
り
た
ま
へ
る
。

長
官
に
は
蔵
人
弁
経
長
、
帥
中
納
言
と
聞
ゆ
る
道
方
の
子
な
り
。
六
条
左
大
臣

殿
の
御
子
な
り
。

と
あ
り
、
師
房
は
斎
院
馨
子
内
親
王
の
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
馨
子
内

親
王
は
、
斎
院
退
下
後
も
師
房
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
。『
大
納
言
経
信
集
』（
三
八
）

に
は
、
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前
々
斎
院
の
、
一
条
源土

大御
門
右
大
臣
也

納
言
師
房
の
御
家
に
お
は
し
ま
す
と
き
、
三
月

七
日
、
さ
く
ら
の
さ
か
り
に
、
上
達
部
、
殿
上
人
参
て
あ
そ
び
し
に
、
か

は
ら
け
と
り
て

に
は
の
う
へ
に
ふ
き
ま
ふ
か
ぜ
の
な
か
り
せ
は
ば
ち
り
つ
む
は
な
を
そ
ら
に
見

ま
し
や

と
見
え
、馨
子
内
親
王（
前
々
斎
院
）は
師
房
邸
に
身
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

馨
子
内
親
王
に
関
わ
る
師
房
の
役
職
は
、
顕
房
が
受
け
継
い
で
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

経
信
と
顕
房
の
関
係
は
、
馨
子
内
親
王
の
中
宮
職
に
お
い
て
、
顕
房
が
中
宮
大
夫

を
し
て
い
る
時
、
経
信
は
中
宮
権
大
夫
を
し
て
い
た
。
い
わ
ば
上
司
と
部
下
と
い
う

上
下
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
⑬
で
は
、
経
信
は
代
作
者
と
し
て
、

顕
房
と
贈
答
を
交
わ
し
て
い
る
。

次
の
資
料
は
、馨
子
内
親
王
の
身
分
と
そ
れ
に
伴
う
顕
房
の
役
職
を
、『
公
卿
補
任
』

よ
り
抜
き
出
し
、
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

馨
子
内
親
王

顕
房

経
信

延
久
元
年　

7
・
2
中
宮

　
　

二
年　
　

←

　
　
　
　
　
　

←

承
保
元
年　

6
・
22
皇
后

　
　

二
年　
　

←

　
　
　
　
　
　

←

永
保
二
年　
　

←

　
　

三
年　
　

←

　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　
　

←

寛
治
七
年　

薨
ず

7
・
3
中
宮
大
夫

　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　

←

6
・
20
皇
后
宮
職

　
　
　

皇
后
宮
大
夫

　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　

←

　
　
　

右
大
臣

　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　

←

　
　
　

中
宮
権
大
夫

　
　
　
　
　

←

6
・
20
為
皇
后
宮

　
　
　

皇
后
宮
権
大
夫

　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　

←

　
　
　

皇
后
宮
大
夫

　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　

←

延
久
元
年
に
馨
子
内
親
王
が
中
宮
に
な
っ
た
時
、
顕
房
は
そ
の
七
月
三
日
に
中
宮

大
夫
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
承
保
元
年
に
馨
子
内
親
王
が
皇
后
に
な
っ
た
時
、

顕
房
は
皇
后
宮
大
夫
に
な
っ
て
い
る
。
顕
房
は
右
大
臣
に
な
る
ま
で
、
皇
后
宮
大
夫

を
勤
め
た
。

こ
の
よ
う
に
馨
子
内
親
王
と
は
、
師
房
・
顕
房
親
子
二
代
で
関
わ
っ
て
い
た
。

　
　
　
　

＊

⑦
『
金
葉
集
』（
賀
、
三
二
九
・
三
三
〇
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。

　
　

 

前
前
中
宮
、
は
じ
め
て
う
ち
へ
い
ら
せ
給
ひ
け
る
に
、
雪
ふ
り
て
侍
り
け

れ
ば
、
六
条
右
大
臣
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る　
　
　

宇
治
前
太
政
大
臣

雪
つ
も
る
と
し
の
し
る
し
に
い
と
ど
し
く
ち
と
せ
の
松
の
花
さ
く
ぞ
見
る

　
　

か
へ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

つ
も
る
べ
し
雪
つ
も
る
べ
し
君
が
よ
は
松
の
花
さ
く
ち
た
び
み
る
ま
で

右
の
詞
書
の
「
前
前
中
宮
」
と
は
白
河
天
皇
中
宮
賢
子
の
こ
と
で
、
こ
の
贈
答
は

賢
子
が
東
宮
妃
と
し
て
入
内
し
た
時
、
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
入
内
は
、
諸
記
録

や
『
栄
花
物
語
』
等
に
よ
れ
ば
、
延
久
三
（
一
〇
七
一
）
年
三
月
九
日
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
扶
桑
略
記
』
同
日
条
に
は
「
左
大
臣
藤
原
師
実
朝
臣
取
二
左
兵
衛
督
源
顕
房

卿
息
女
一

為
養
子
。
令
レ

入
二

皇
太
子
宮
一

」
と
あ
る
。

右
の
贈
答
は
賢
子
の
養
父
師
実
（
宇
治
前
太
政
大
臣
）（
14
）
と
賢
子
の
実
父
顕
房

（
六
条
右
大
臣
）
と
の
や
り
と
り
で
、
賢
子
入
内
の
喜
び
を
交
わ
し
て
い
る
。
二
人

の
関
係
が
実
態
と
し
て
こ
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
重
要
な
贈
答
歌
と
い
え
る
。
顕
房

三
五
歳
の
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊

⑧
『
後
拾
遺
集
』（
賀
、
四
四
〇
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。
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故
第
一
親
王
の
五
十
日
ま
ゐ
ら
せ
け
る
に
、
関
白
前
太
政
大
臣
さ
は
る
こ

と
あ
り
て
う
ち
に
も
ま
ゐ
り
は
べ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
内
大
臣
げ
ら
ふ
に
侍

け
る
と
き
、
い
だ
き
た
て
ま
つ
り
て
侍
け
る
を
み
て
よ
み
侍
け
る

 

右
大
臣

ち
と
せ
ふ
る
ふ
た
ば
の
ま
つ
に
か
け
て
こ
そ
ふ
ぢ
の
わ
か
え
は
は
る
ひ
さ
か
え
め

「
故
第
一
親
王
」
と
は
、
承
保
元
（
一
〇
七
四
）
年
十
二
月
二
十
六
日
誕
生
の
敦

文
親
王
の
こ
と
で
、
父
白
河
天
皇
、
母
は
中
宮
賢
子
で
あ
る
。「
五
十
日
」
と
は

五
十
日
目
の
お
祝
い
の
こ
と
で
、
こ
の
歌
は
そ
の
折
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
敦
文

親
王
の
「
五
十
日
」
は
承
保
二
（
一
〇
七
五
）
年
一
月
二
十
日
に
当
た
り
、『
水
左
記
』

承
保
二
年
正
月
二
十
日
条
に
は
、

雨
時
々
降
、
酉
刻
許
参
内
、
是
皇
子
五
十
日
也
、
有
管
絃
遊
、
無
和
歌
、

と
見
え
る
。
右
の
記
事
に
「
無
和
歌
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
歌
は
五
十
日
の
行

事
の
中
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
顕
房
は
孫
で
あ
る
敦
文
親
王
の

「
五
十
日
」
を
祝
う
と
と
も
に
、
併
せ
て
一
四
歳
の
師
通
を
寿
い
だ
の
で
あ
る
。
こ

の
歌
は
、
詞
書
や
歌
の
内
容
よ
り
、
顕
房
が
師
実
に
贈
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
顕

房
三
九
歳
の
詠
。

　
　
　
　

＊

⑨
『
千
載
集
』（
雑
上
、
一
〇
三
七
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

京
極
前
太
政
大
臣
、
ぬ
の
び
き
の
た
き
み
侍
り
け
る
時
、
よ
み
侍
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

水
の
色
の
た
だ
し
ら
雲
と
み
ゆ
る
か
な
た
れ
さ
ら
し
け
ん
ぬ
の
び
き
の
た
き

右
と
同
じ
歌
が
『
栄
花
物
語
』（
巻
第
三
十
九　

布
引
の
滝
）
に
見
え
る
。

そ
の
こ
ろ
、殿
、布
引
の
滝
御
覧
じ
に
お
は
し
ま
す
。
道
の
ほ
ど
い
と
を
か
し
う
、

さ
ま
ざ
ま
の
狩
装
束
な
ど
い
ふ
方
な
し
。
業
平
が
い
ひ
つ
づ
け
た
る
や
う
に
ぞ

あ
り
け
む
か
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
白
殿
（
師
実
）

　
　
　

 

晒
し
け
ん
か
ひ
も
あ
る
か
な
山
姫
の
た
づ
ね
て
き
つ
る
布
引
の
滝

（
六
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
后
宮
大
夫
顕
房

　
　
　

 

水
の
色
た
だ
白
雪
と
見
ゆ
る
か
な
誰
晒
し
け
ん
布
引
の
滝
（
六
一
五
）

　
　
　

…　
　
　
　
　
　
　

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
位
中
将
師
通

　
　
　

水
上
の
空
に
見
ゆ
れ
ば
白
雲
の
立
つ
に
紛
へ
る
布
引
の
滝
（
六
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
将
雅
実

　
　
　

 

た
ち
か
へ
り
生
田
の
森
の
い
く
た
び
も
見
る
と
も
飽
か
じ
布
引
の
滝

（
六
一
九
）

　
　
　

…　
　
　
　
　
　
　

…

年
か
は
り
ぬ
れ
ば
、
承
保
四
年
と
い
ふ
。
…
…

こ
の
布
引
の
滝
の
歌
に
つ
い
て
は
前
稿
（
15
）
で
す
で
に
触
れ
た
が
、『
栄
花
物
語
』

本
文
で
は
一
連
の
布
引
の
滝
の
歌
の
あ
と
、「
年
か
は
り
ぬ
れ
ば
、承
保
四
年
と
い
ふ
」

と
あ
り
、
こ
れ
を
信
じ
れ
ば
、
布
引
の
滝
の
歌
は
、
承
保
三
年
の
詠
と
な
る
。
し
か

し
も
っ
と
も
新
し
い
注
釈
で
あ
る『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

栄
花
物
語
』（
校
注
・

訳　

山
中
裕 

秋
山
虔 

池
田
尚
隆 

福
長
進　

小
学
館　

一
九
九
八
年
）
は
、
そ
の
頭

注
で
「
師
通
と
雅
実
の
官
名
に
よ
れ
ば
、
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
正
月
十
九
日
か

ら
十
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
こ
と
か
」
と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
承
保
二
年
か
承

保
三
年
の
詠
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
は
歌
を
詠
ん
だ
人
物
の
官
職
在
任
期
間

に
重
き
を
置
い
た
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
説
に
従
う
。
顕
房
三
九
歳
の
詠

と
な
る
。
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＊

⑩
『
後
拾
遺
集
』（
恋
一
、六
六
一
・
六
六
二
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

関
白
前
左
大
臣
家
に
、
人
人
、
経
年
恋
と
い
ふ
心
を
よ
み
は
べ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
大
臣

わ
れ
が
み
は
と
が
へ
る
鷹
と
な
り
に
け
り
と
し
は
ふ
れ
ど
も
こ
ゐ
は
わ
す
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣

と
し
を
へ
て
は
が
へ
ぬ
山
の
し
ひ
し
ば
や
つ
れ
な
き
人
の
心
な
る
ら
ん

右
の
「
関
白
前
左
大
臣
」
と
は
師
実
の
こ
と
で
、
師
実
邸
で
和
歌
会
が
開
か
れ
た

折
に
、「
左
大
臣
」（
源
俊
房
）
と
「
右
大
臣
」（
源
顕
房
）
兄
弟
が
一
緒
に
歌
を
詠

ん
だ
と
い
う
も
の
。『
後
拾
遺
集
』
の
編
者
通
俊
は
、村
上
源
氏
の
兄
弟
の
詠
を
並
べ
、

一
門
の
繁
栄
を
寿
い
で
い
る
。
俊
房
の
日
記
『
水
左
記
』
承
保
二
（
一
〇
七
五
）
年

九
月
十
三
日
条
に
、

晴
、
及
秉
燭
於
左
府
有
和
歌
事
、
題
云
、
月
照
菊
花
、
経
歳
恋
、
題
者
講
師
式
部
大
輔
実

綱
朝
臣
也
、
無
序
、
上
達
部
殿
上
人
等
数
十
輩
所
被
会
合
、
子
刻
許
事
了
各
退

出

と
あ
り
、
歌
題
は
「
月
照
菊
花
」「
経
歳
恋
」
の
二
題
で
、「
上
達
部
殿
上
人
等
数
十

輩
所
被
会
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
上
達
部
や
殿
上
人
が
十
数
名
参
加
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。

同
じ
折
に
詠
ま
れ
た
歌
と
し
て
は
、
師
実
が
そ
の
家
集
『
京
極
大
殿
御
集
』

（
一
二
・
一
三
）（
16
）
で
、

　
　

オ
ナ
ジ
年
九
月
十
三
夜
、
月
照
菊

ク
マ
モ
ナ
キ
コ
ヨ
ヒ
ノ
月
ニ
ヲ
シ
ナ
ベ
テ
サ
カ
リ
ト
ミ
ユ
ル
シ
ラ
ギ
ク
ノ
ハ
ナ

　
　

経
年
恋

年
ヲ
フ
ル
オ
モ
ヒ
ナ
リ
ケ
リ
ス
ル
ガ
ナ
ル
フ
ジ
ノ
タ
カ
ネ
ニ
タ
エ
ヌ
ケ
ブ
リ
ハ

と
詠
じ
た
。
ま
た
源
経
信
も
『
大
納
言
経
信
集
』（
一
二
一
、二
三
五
）
で
、

　
　

月
照
菊
、
大
殿
に
て

つ
き
か
げ
に
色
も
か
は
ら
ぬ
白
菊
は　

わ
れ
あ
り
が
ほ
に
に
ほ
ふ
な
る
か
な

　
　

大
殿
に
て
、
経
年
恋

あ
ふ
こ
と
を
い
つ
と
も
な
く
て
あ
は
れ
わ
が
知
ら
ぬ
命
に
と
し
を
ふ
る
か
な

と
詠
じ
た
。
承
保
二
（
一
〇
七
五
）
年
九
月
十
三
日
、
顕
房
三
九
歳
、
権
大
納
言
の

折
の
詠
で
あ
る
。

摂
関
家
主
催
の
和
歌
会
に
お
い
て
、
俊
房
・
顕
房
兄
弟
の
詠
が
、
こ
の
よ
う
に
『
後

拾
遺
集
』
に
歌
を
並
べ
て
入
集
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　

＊

⑪
『
後
拾
遺
集
』（
賀
、
四
三
六
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。

　
　

 

故
第
一
親
王
う
ま
れ
た
ま
ひ
て
、
う
ち
つ
づ
き
前
斎
院
う
ま
れ
さ
せ
た
ま
ひ

て
、
内
裏
よ
り
う
ぶ
や
し
な
ひ
な
ど
つ
か
は
し
て
、
人
人
う
た
よ
み
は
べ
り

け
る
に
よ
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣

こ
れ
も
又
ち
よ
の
け
し
き
の
し
る
き
か
な
お
ひ
そ
ふ
ま
つ
の
ふ
た
ば
な
が
ら
に

白
河
天
皇
中
宮
賢
子
は
、
第
一
皇
子
敦
文
親
王
を
儲
け
、
つ
づ
い
て
媞
子
内
親
王

を
儲
け
る
。
右
の
歌
は
媞
子
内
親
王
の
産
養
の
折
、
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
産
養
は

誕
生
後
、
三
日
、
五
日
、
七
日
、
九
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
行
事
で
、
七
日
の
産
養
が

規
模
と
し
て
は
大
き
い
。
こ
こ
は
七
日
の
産
養
で
あ
ろ
う
。
媞
子
内
親
王
が
産
ま
れ

た
の
は
承
保
三
（
一
〇
七
六
）
年
四
月
五
日
（
17
）
で
あ
る
の
で
、
七
日
目
の
産
養
は
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四
月
十
一
日
に
当
た
る
。
同
じ
折
の
歌
と
し
て
『
大
納
言
経
信
集
』（
一
八
六
）
の

次
の
歌
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　

姫
宮
の
七
夜
に
、
四
月
十
日
（
18
）
な
り

か
み
ま
つ
る
う
づ
き
と
聞
け
ば
君
が
た
め
や
を
よ
ろ
づ
よ
を
い
は
ひ
つ
る
か
な

（
一
八
六
）

こ
れ
も
ま
た
ち
よ
の
け
し
き
の
し
る
き
か
な
お
い
そ
ふ
松
の
二
葉
な
が
ら
に

（
一
八
七
）

『
大
納
言
経
信
集
』
で
は
「
か
み
ま
つ
る
」
の
歌
と
「
こ
れ
も
ま
た
」
の
歌
が
な

ら
ん
で
お
り
、
両
歌
と
も
経
信
詠
の
よ
う
に
見
え
る
が
、「
こ
れ
も
ま
た
」
の
歌
の

頭
注
に
「
此
六
条
右
大
臣
哥
也
」
と
あ
り
、「
後
拾
」
の
集
付
も
書
か
れ
て
い
る
。「
こ

れ
も
ま
た
」
の
顕
房
歌
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
混
入
さ
れ
た
か
、
も
し
く
は
詞
書
等

の
記
述
が
脱
落
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
（
19
）。

詠
作
年
次
は
承
保
三
（
一
〇
七
六
）
年
四
月
十
一
日
、
顕
房
四
〇
歳
、
権
大
納
言

時
の
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊

⑫
『
新
古
今
集
』（
賀
、
七
二
四
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

 

堀
河
院
の
大
嘗
会
御
禊
、
日
ご
ろ
あ
め
ふ
り
て
、
そ
の
日
に
な
り
て
そ
ら

は
れ
て
侍
り
け
れ
ば
、
紀
伊
典
侍
に
申
し
け
る　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

き
み
が
よ
の
千
と
せ
の
か
ず
も
か
く
れ
な
く
く
も
ら
ぬ
空
の
光
に
ぞ
み
る

堀
河
院
の
大
嘗
会
御
禊
は
、『
本
朝
世
紀
』
寛
治
元
（
一
〇
八
七
）
年
十
月

二
十
二
日
条
に
、

晴
、
大
嘗
会
御
禊
也
、
三
條
末
、
左
右
大
臣
、
内
大
臣
以
下
供
奉
、
…
…
…

と
あ
り
、『
中
右
記
』
同
年
同
月
同
日
条
に
も
、

天
晴
、
大
嘗
会
御
禊
、
三
條
末
、

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
寛
治
元
年
十
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

顕
房
が
詠
み
贈
っ
た
「
紀
伊
典
侍
」
は
、
藤
原
師
子
と
思
わ
れ
る
。
師
子
は
宮
内

卿
藤
原
師
仲
女
で
、
顕
房
男
で
太
政
大
臣
源
雅
実
の
室
と
な
り
、
権
大
納
言
顕
通
を

儲
け
た
。
承
暦
三
（
一
〇
七
九
）
年
七
月
に
堀
河
天
皇
乳
母
と
な
り
、
翌
承
暦
四
年

に
は
典
侍
と
な
る
。
諸
記
録
等
に
は
『
江
記
逸
文
集
成
』
寛
治
四
年
十
一
月
四
日
条

に
「
御
乳
母
紀
伊
典
侍
」
と
見
え
、『
中
右
記
』
寛
治
七
年
八
月
二
十
日
条
に
「
御

乳
母
紀
伊
典
侍
藤
師
子
」
な
ど
と
見
え
る
。

紀
伊
典
侍
（
師
子
）
は
内
侍
所
の
典
侍
で
あ
る
の
で
、
大
嘗
会
御
禊
に
も
そ
の
準

備
を
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ず
っ
と
雨
降
り
だ
っ
た
の
が
そ
の
日
晴
れ
た
の
で
、

同
じ
く
準
備
を
し
て
き
た
右
大
将
を
兼
ね
て
い
る
顕
房
も
、
天
候
の
回
復
し
た
う
れ

し
さ
と
天
皇
へ
の
寿
ぎ
を
込
め
て
歌
を
贈
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
右
大
臣
顕
房
五
一

歳
の
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊

⑬
『
大
納
言
経
信
集
』（
五
二
・
五
三
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

 

四
月
祭
の
ほ
ど
、
朱
雀
の
尼
上
と
き
こ
ゆ
る
人
に
、
な
が
き
き
ぬ
を
お
こ

せ
給
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
大
臣
殿
顕
房

か
つ
ら
め
の
あ
ゆ
に
は
あ
ら
ず
あ
ま
ひ
と
の
か
づ
く
あ
み
ぎ
ぬ
け
ふ
に
あ
ふ
ひ
ぞ

　
　

と
あ
り
け
る
に
、
返
し
て
と
あ
り
し
に

か
け
て
だ
に
お
も
ひ
や
は
せ
じ
あ
ま
人
の
か
づ
く
た
ま
も
を
あ
ふ
ひ
ぐ
さ
と
は
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右
の
歌
は
、
顕
房
と
代
作
者
と
し
て
の
経
信
の
贈
答
歌
で
あ
る
。
他
出
と
し
て
は

『
夫
木
抄
』（
夏
部
一
、二
四
八
三
）
に
、

　

葵

　
　

経
信
卿
家
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

か
つ
ら
め
の
あ
ゆ
に
は
あ
ら
ず
あ
ま
人
の
か
づ
く
あ
ま
ぎ
ぬ
け
ふ
に
あ
ふ
ひ
ぞ

　
　

 

こ
の
歌
は
、
四
月
祭
の
こ
ろ
、
す
ざ
か
の
あ
ま
う
へ
と
き
こ
ゆ
る
人
に
、

な
が
き
き
ぬ
を
つ
か
は
す
と
て
よ
め
る
と
云
云

と
見
え
る
。

顕
房
は
左
大
臣
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
当
該
歌
の
作
者
名
表
記
「
左
大
臣
顕
房
」

は
「
右
大
臣
顕
房
」
の
誤
り
で
あ
る
。
詠
作
年
次
に
つ
い
て
人
物
の
呼
称
か
ら
考
え

る
と
、
顕
房
が
右
大
臣
で
あ
っ
た
の
は
、
永
保
三
（
一
〇
八
三
）
年
正
月
か
ら
寛
治

八
（
一
〇
九
四
）
年
九
月
ま
で
の
間
で
あ
る
の
で
、
そ
の
期
間
の
あ
る
年
の
四
月
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、『
大
納
言
経
信
集
』（
関
根
慶
子
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
安
鎌
倉

私
家
集
』
所
収　

昭
和
三
十
九
年　

岩
波
書
店
）
に
よ
る
と
、
そ
の
頭
注
・
補
注
で

「
祭
」
は
「
寛
治
二
年
に
当
る
ら
し
く
盛
儀
で
あ
っ
た
」
と
し
、そ
の
証
左
と
し
て
『
栄

花
物
語
』（
紫
野
）
や
『
中
右
記
』『
後
二
條
師
通
記
』
な
ど
の
記
事
を
あ
げ
る
（
20
）。

そ
の
記
事
よ
り
、
当
該
歌
が
寛
治
二
年
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
確
定
は
で
き
な
い
が
、

そ
の
蓋
然
性
は
高
い
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
時
期
と
考
え
る
。

ま
た
、
詞
書
の
「
朱
雀
の
尼
上
」
は
、
藤
原
伊
房
母
の
可
能
性
が
あ
る
。
伊
房
は

『
大
納
言
経
信
集
』（
一
七
〇
）
で
「
朱
雀
帥
」
の
呼
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
母

な
ら
ば
「
朱
雀
の
尼
上
」
と
呼
ば
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
ろ
う
。
伊
房
母
は
経
信
室

と
姉
妹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
信
と
の
繋
が
り
も
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　

＊

⑭
『
金
葉
集
』（
冬
、
二
八
九
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。

　
　

 

雪
の
御
幸
に
お
そ
く
ま
ゐ
り
侍
り
け
れ
ば
、
し
き
り
に
お
そ
き
よ
し
の
御

つ
か
ひ
た
ま
は
り
て
つ
か
う
ま
つ
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

あ
さ
ご
と
の
か
が
み
の
か
げ
に
お
も
な
れ
て
ゆ
き
見
に
と
し
も
い
そ
が
れ
ぬ
か
な

雪
見
の
御
幸
の
折
の
歌
で
あ
る
。
第
四
句
の
「
ゆ
き
見
に
」
は
「
雪
見
に
」
と
「
行

き
見
に
」
を
掛
け
て
い
る
。
ま
た
「
雪
」
は
白
髪
を
例
え
て
お
り
、
作
者
は
自
分
の

白
髪
（
雪
）
に
目
慣
れ
て
い
る
の
で
、
雪
見
に
行
く
気
に
な
れ
な
い
と
詠
ん
で
い
る
。

顕
房
が
四
七
歳
で
右
大
臣
に
な
っ
た
永
保
三
（
一
〇
八
三
）
年
以
降
、
顕
房
も
参

加
し
た
白
河
上
皇
の
雪
見
の
御
幸
記
録
は
、『
中
右
記
』
寛
治
二
（
一
〇
八
八
）
年

正
月
八
日
条
に
、

暁
院
御
幸
白
河
辺
、
依
御
覧
雪
也
、
左
・
右
大
将
・
騎
馬
前
駆
、
布
衣
、
出
衣
、

則
還
御
云
々

と
見
え
る
。「
左
・
右
大
将
」
と
は
藤
原
師
通
と
源
顕
房
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
後

二
条
師
通
記
』
寛
治
二
（
一
〇
八
八
）
年
十
二
月
十
一
日
の
条
に
、

天
晴
、
依
雪
、
院
御
覧
遊
行
欤
、
着
冠
装
束
直
衣
也
、
人
々
烏
帽
装
束
了
、
無

何
事
欤
、
八
条
程
留
了
、
右
大
臣
被
参
了

と
見
え
る
。「
右
大
臣
」
は
顕
房
で
あ
る
。

こ
の
時
、
顕
房
は
五
三
歳
、
右
大
臣
で
右
大
将
を
兼
任
し
て
い
た
。
頭
髪
も
白
く

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
歌
は
こ
の
ど
ち
ら
か
の
折
に
詠
ま
れ
た
蓋
然
性

は
高
い
。
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＊

⑮
『
金
葉
集
』（
雑
下
、
六
〇
七
）
に
次
の
歌
が
見
え
る
。

　
　

 
北
方
う
せ
は
べ
り
て
の
ち
、
天
王
寺
に
ま
ゐ
り
は
べ
り
け
る
み
ち
に
て
よ

め
る 

六
条
右
大
臣

な
に
は
え
の
あ
し
の
わ
か
ね
の
し
げ
け
れ
ば
こ
こ
ろ
も
ゆ
か
ぬ
ふ
な
で
を
ぞ
す
る

詞
書
の
「
北
方
」
は
顕
房
室
源
隆
子
で
あ
る
。
白
河
天
皇
中
宮
賢
子
の
実
母
に
当

た
る
。
右
の
歌
は
、
隆
子
を
弔
う
た
め
に
顕
房
が
天
王
寺
に
参
る
途
中
で
詠
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
隆
子
の
没
し
た
こ
と
は
『
中
右
記
』
寛
治
三
（
一
〇
八
九
）
年
九

月
二
十
八
日
条
に
、

暁
右
府
北
方
卒
去
云
々
、
故
治
部
卿
隆
俊
卿
女
也
、
名
隆
子
、
年
四
十
六
云
々
、

今
上
外
祖
母
也
、

と
見
え
る
。

詠
作
年
次
は
隆
子
が
亡
く
な
っ
た
寛
治
三
年
九
月
か
ら
顕
房
が
亡
く
な
る
寛
治
八

（
一
〇
九
四
）
年
九
月
の
間
で
あ
る
。
顕
房
五
三
歳
か
ら
五
八
歳
の
間
の
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊

⑯
『
和
歌
一
字
抄
』（
上
、
五
四
六
〜
五
四
八
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。

処
処

　
　

処
処
尋
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
河
院
御
製

春
く
れ
ば
花
の
匂
に
さ
そ
は
れ
て
い
た
ら
ぬ
里
の
な
か
り
け
る
か
な
（
五
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

よ
し
の
山
谷
が
く
れ
な
る
花
な
ら
で
け
ふ
は
尋
ね
ぬ
所
あ
ら
じ
な
（
五
四
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匡
房

桜
さ
く
四
方
の
白
雲
一
か
た
に
あ
し
毛
の
駒
の
宿
も
定
め
ず
（
五
四
八
）

　
　
　

以
上
同
座

右
の
三
首
は
歌
題
「
処
処
尋
花
」
で
同
じ
折
に
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
顕
房

は
「
よ
し
の
山
」
の
歌
を
詠
ん
だ
が
、
他
出
は
見
出
せ
な
い
。

一
方
、
白
河
院
の
「
春
く
れ
ば
」
の
歌
は
、『
詞
花
集
』（
春　

二
七
）
に

　
　

処
処
花
を
た
づ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る　
　
　

白
河
院
御
製

は
る
く
れ
ば
は
な
の
こ
ず
ゑ
に
さ
そ
は
れ
て
い
た
ら
ぬ
さ
と
の
な
か
り
つ
る
か
な

と
あ
り
、
匡
房
の
「
桜
さ
く
」
の
歌
は
、『
江
帥
集
』（
二
六
）
に

　
　

鳥
羽
院
に
て
、
や
ま
の
さ
く
ら
を
た
づ
ぬ
題
を

桜
さ
く
よ
も
の
白
雲
ひ
と
か
た
に
あ
し
げ
の
こ
ま
も
あ
と
も
さ
だ
め
ず

と
見
え
る
。

ま
た
、「
処
処
尋
花
」
題
の
歌
は
、
他
に
も
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　
　

 

寛
治
七
年
三
月
十
日
、
白
河
院
、
き
た
山
の
花
御
覧
じ
に
お
は
し
ま
し
け

る
日
、
処
処
尋
花
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
た
ま
う
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
我
太
政
大
臣

山
ざ
く
ら
方
も
さ
だ
め
ず
た
づ
ぬ
れ
ば
花
よ
り
さ
き
に
散
る
心
か
な
（
新
勅
撰
・

春
上
、
五
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
基
忠

春
は
た
だ
ゆ
か
れ
ぬ
里
ぞ
な
か
り
け
る
花
の
こ
ず
ゑ
を
し
る
べ
に
は
し
て
（
新

勅
撰
・
春
上
、
五
六
）
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寛
治
七
年
三
月
十
日
、
白
河
院
、
北
山
の
花
御
覧
じ
に
お
は
し
ま
し
た
り

け
る
日
、
処
処
尋
花
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

贈
左
大
臣
長
実

尋
ね
つ
つ
け
ふ
見
ざ
り
せ
ば
桜
花
ち
り
に
け
り
と
や
よ
そ
に
き
か
ま
し
（
新
拾

遺
・
春
下
、
一
六
四
）

　
　

 

寛
治
七
年
三
月
十
日
、
し
ら
川
の
院
、
北
山
の
花
御
覧
じ
侍
り
け
る
に
、

処
処
尋
花
と
い
ふ
こ
と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

贈
太
政
大
臣
つ
ね
ざ
ね

い
づ
か
た
も
あ
か
ぬ
こ
こ
ろ
に
桜
ば
な
た
づ
ね
ぬ
山
の
は
る
は
な
き
か
な
（
秋

風
集
・
春
下
、
六
八
）

こ
れ
ら
の
歌
は
み
な
同
じ
折
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

右
の
白
河
院
の
御
幸
に
つ
い
て
は
、『
中
右
記
』
寛
治
七
年
三
月
十
日
条
に
、

十
日
、
太
上
皇
為
一
條
北
辺
花
御
覧
有
御
幸
、
巳
時
許
先
御
東
北
院
、
次
御
覧

斎（
令
子
内院
花親
王
）、
次
鳥
羽
殿
、
入
夜
還
御
六
條
殿
、
右
大
臣
以
下
公
卿
五
六
人
扈
従
皆

以
直
衣
、
但
中
納
言
中
将
一
人
布
衣
、
殿
上
人
或
布
衣
或
衣
冠
、
於
六
條
殿
小

寝
殿
西
面
披
講
和
歌
、
題
云
、
處
々
尋
花
、
講
師
木
工
頭
隆（
藤
原
）宗朝
臣
、
読
師
源

大（
雅
実
）納言
、
雅
、
御
製
講
師
右（
藤
原
通
俊
）

大
弁
云
々
、

と
見
え
、「
右
大
臣
以
下
公
卿
五
六
人
扈
従
…
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
右
大
臣
顕
房

も
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

詠
作
年
次
は
寛
治
七
年
三
月
十
日
、
顕
房
五
十
六
歳
の
詠
と
な
る
。

　
　
　
　

＊

⑰
〜
⑳
『
郁
芳
門
院
根
合
』（
一
〇
、一
三
、一
四
、一
八
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。

三
番　

五
月
雨　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
弁
通
俊

　

も
し
ほ
や
く
す
ま
の
浦
人
う
ち
た
え
て
い
と
ひ
や
す
ら
む
五
月
雨
の
空
（
九
）

　
　
　
　
　
　

右　
先
読
題
并
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
別
当
右
大
臣
殿

⑰
五
月
雨
に
か
さ
と
り
や
ま
は
こ
え
ぬ
ら
し
花
色
ご
ろ
も
か
へ
り
も
ぞ
す
る

（
一
〇
）

　

四
番　

祝　

左　
先
読
題
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

宰
相
典
侍
右
大
臣
殿

⑱
住
吉
の
ま
つ
の
ひ
さ
し
さ
ひ
さ
し
く
と
神
に
ぞ
祈
る
君
が
み
よ
を
ば
（
一
三
）

　
　
　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

小
別
当
右
大
臣
殿

⑲
万
代
は
ま
か
せ
た
る
べ
し
い
は
し
み
づ
な
が
き
な
が
れ
を
君
に
よ
そ
へ
て

（
一
四
）

　

五
番　

恋　

左　
先
読
題
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

伊
与
守
顕
季

　

さ
り
と
も
と
思
ふ
ば
か
り
や
我
が
恋
の
い
の
ち
を
か
く
る
た
の
み
な
る
ら
む

（
一
七
）

　
　
　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
別
当
左
兵
衛
督
俊
実

⑳ 

思
ひ
あ
ま
り
さ
て
も
や
し
ば
し
な
ぐ
さ
む
と
た
だ
な
ほ
ざ
り
に
た
の
め
や
は

せ
ぬ
（
一
八
）

他
出
の
歌
は
以
下
の
よ
う
に
Ａ
〜
Ｆ
ま
で
あ
る
。

Ａ
『
金
葉
集
初
度
本
』（
夏
、
一
九
九
）

　
　
　

郁
芳
門
院
根
合
に
五
月
雨
の
心
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

六
条
右
大
臣

⑰ 

さ
み
だ
れ
に
か
さ
と
り
や
ま
は
こ
え
ゆ
か
じ
は
な
い
ろ
ご
ろ
も
か
へ
り
も
ぞ

す
る

Ｂ
『
続
詞
花
集
』（
夏
、
一
三
二
）

　
　
　

郁
芳
門
院
の
根
合
に
、
五
月
雨
を
よ
み
侍
り
け
る　
　
　

 

六
条
右
大
臣

⑰
五
月
雨
に
か
さ
と
り
山
は
こ
え
ゆ
か
じ
花
い
ろ
ご
ろ
も
か
へ
り
も
ぞ
す
る

Ｃ
『
金
葉
集
』（
賀
、
三
〇
六
）

　
　
　

郁
芳
門
院
の
根
合
に
い
は
ひ
の
心
を
よ
め
る　
　
　
　
　

 

六
条
右
大
臣

⑲
万
代
は
ま
か
せ
た
る
べ
し
い
は
し
み
づ
長
き
な
が
れ
を
君
に
よ
そ
へ
て



45 総研大文化科学研究 第16号（2020）（ ）

Ｄ 

和
歌
童
蒙
抄

　
　
　

恋

⑲ 
思
ひ
か
ね
さ
て
も
や
し
ば
し
な
ぐ
さ
む
と
た
だ
な
ほ
ざ
り
に
た
の
み
や
は
せ

ぬ
（
九
四
六
）

　
　

郁
芳
門
院
根
合
、
右
方
小
別
当
詠
実
右
大
臣
作
也
、
…
…
…

Ｅ　

袋
草
紙

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣

⑲ 

お
も
ひ
か
ね
さ
て
も
や
し
ば
し
な
ぐ
さ
む
と
た
だ
な
ほ
ざ
り
に
た
の
み
や
は

せ
ぬ
（
四
七
〇
）

Ｆ
『
新
後
拾
遺
集
』（
恋
二
、一
〇
八
五
）

　
　
　

 

郁
芳
門
院
根
合
に
、
恋
の
心
を
人
に
か
は
り
て
よ
み
侍
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

⑳
思
ひ
か
ね
さ
て
も
や
し
ば
し
な
ぐ
さ
む
と
た
だ
猶
ざ
り
に
た
の
め
や
は
せ
ぬ

⑰
〜
⑳
の
歌
の
他
出
歌
で
は
、
い
ず
れ
も
作
者
名
が
「
六
条
右
大
臣
（
右
大
臣
）」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
顕
房
が
代
作
を
し
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
郁

芳
門
院
根
合
の
当
該
作
者
表
記
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
、
顕
房
と
の
関
わ
り
を
軸
に

以
下
考
察
し
て
み
た
い
。

根
合
本
文
（『
中
右
記
』﹇
大
日
本
史
料
三
の
二
所
収
「
進
献
記
録
抄
纂
」﹈）
に
よ

る
と
、
⑰
〜
⑳
の
作
者
名
表
記
は
、

⑰
小
別
当
右
大
臣
殿

⑱
宰
相
典
侍
右
大
臣
殿

⑲
小
別
当
右
大
臣
殿

⑳
小
別
当
左
兵
衛
督
俊
実

と
な
っ
て
い
る
。
小
字
「
右
大
臣
殿
」「
左
兵
衛
督
俊
実
」
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る

か
が
問
題
と
な
る
。
小
字
「
右
大
臣
殿
」
等
を
出
仕
先
と
考
え
る
と
、
⑰
⑲
は
「
右

大
臣
家
に
仕
え
る
小
別
当
」
と
な
り
、
⑳
は
「
俊
実
家
の
小
別
当
」
と
解
せ
ら
れ
、

二
人
の
小
別
当
が
こ
の
根
合
で
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
代
作
と

は
考
え
に
く
く
な
る
。（「
宰
相
典
侍
」
も
右
大
臣
家
に
仕
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
ち
ら
も
代
作
で
な
く
な
る
）。
小
字
「
右
大
臣
殿
」
等
を
代
作
者
名
だ
と
す
る
と
、

⑰
⑲
は
右
大
臣
殿
（
顕
房
）
が
小
別
当
に
、
⑱
は
右
大
臣
殿
（
顕
房
）
が
宰
相
典
侍

に
代
作
し
た
こ
と
に
な
り
、
⑳
は
左
兵
衛
督
俊
実
が
小
別
当
に
代
作
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

郁
芳
門
院
根
合
は
、
写
本
と
し
て
は
『
廿
巻
本
』
の
み
知
ら
れ
る
歌
合
で
、
散
逸

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
当
該
箇
所
は
小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
一
巻
（
21
）

に
そ
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。
作
者
名
表
記
の
部
分
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

⑰
こ
別
た
う

　

宰
相
忠
将

⑱
新
宰
相　
　

右
大
臣　
　

※
「 

新
宰
相
」
の
横
に
、「
新
宰
相
」
の
字
よ
り

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
小
さ
な
字
で
「
宰
相
忠
将
」

と
あ
る
。「
右
大
臣
」
は
「
新
宰
相
」
の
下

に
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
字
で
書
か
れ
て
い

て
、
萩
谷
氏
は
脚
注
と
言
っ
て
い
る
（
22
）。

⑲
小
へ
た
う　

右
大
臣　
　

※
「
右
大
臣
」
表
記
状
況
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。

　
小
別
当

⑳
俊
実　
　
　
　
　
　
　
　

※
「 

俊
実
」
の
横
に
小
さ
な
字
で
「
小
別
当
」
と

あ
る
。
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こ
こ
で
も
「
右
大
臣
」
を
出
仕
先
と
考
え
る
と
、
⑱
は
「
右
大
臣
家
に
仕
え
る
新

宰
相
」
と
な
り
、
⑲
は
「
右
大
臣
家
に
仕
え
る
小
別
当
」
と
な
る
。
ま
た
そ
の
よ
う

に
考
え
る
と
⑰
の
「
こ
別
た
う
」
と
⑲
の
「
小
へ
た
う
」
は
別
の
人
物
と
な
る
。
代

作
者
名
と
考
え
る
と
、
⑰
は
「
こ
別
た
う
」
の
詠
で
、
⑱
⑲
は
顕
房
の
代
作
と
な
り
、

⑳
は
「
俊
実
」
が
実
作
者
と
な
る
。

こ
こ
で
作
者
名
表
記
の
状
況
を
、『
中
右
記
』・『
廿
巻
本
』・「
入
集
し
て
い
る
歌
集
」

に
つ
い
て
、
表
に
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

中
右
記

廿
巻
本
断
簡

各
歌
集

⑰
小
別
当
右
大
臣
殿

こ
別
た
う

六
条
右
大
臣
（
続
詞
花
集　

一
三
三
）

六
条
右
大
臣
（
金
葉
初
度　

一
九
九
）

⑱
宰
相
典
侍
右
大
臣
殿

　

宰
相
忠
将

新
宰
相　

右
大
臣

ナ
シ

⑲
小
別
当
右
大
臣
殿

小
へ
た
う　

右
大
臣

六
条
右
大
臣
（
金
葉　

三
〇
六
）

⑳
小
別
当
左
兵
衛
督
俊
実

　

小
別
当

俊
実

六
条
右
大
臣
（
新
後
拾
遺　

一
〇
八
五
）

小
別
当
詠
実
右
大
臣
（
和
歌
童
蒙
抄
）

右
大
臣
（
袋
草
紙
）

こ
の
表
よ
り
、
⑲
は
『
中
右
記
』『
廿
巻
本
断
簡
』
の
記
述
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

小
字
「
右
大
臣
殿
」
や
「
右
大
臣
」
の
表
記
は
、
実
作
者
を
表
し
て
い
る
か
と
思
わ

れ
る
が
、
他
の
⑰
⑱
⑳
か
ら
は
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
見
出
せ
ず
、
問
題
が
残
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、『
金
葉
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
各
歌
集
に
作
者
名
表
記
が
「
六
条
右
大
臣
」

と
あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
⑰
か
ら
⑳
の
歌
は
、
顕
房
の
代
作
と
考
え
た
い
。

各
歌
集
が
何
を
根
拠
と
し
て
こ
れ
ら
の
歌
の
作
者
を
顕
房
と
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
当
然
し
か
る
べ
き
資
料
を
基
に
し
て
載
せ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
⑰
⑲
の
「
小
別
当
」
に
つ
い
て
は
、『
郁
芳
門
院
根
合
』
の
女
房
方
人
の

記
述
に
「
小
別
当
左
兵
衛
督
俊
実
女
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、俊
実
女
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

俊
実
は
醍
醐
源
氏
の
源
俊
実
の
こ
と
で
、
中
納
言
隆
俊
男
、
権
大
納
言
に
至
る
。『
金

葉
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
三
首
入
集
す
る
。『
中
右
記
』
寛
治
七
年
二
月
十
日
条
に

「
…
…
女
院
別
当
、
治
部
卿
俊
明
卿
・
左
兵
衛
督
俊
実
卿
…
…
」
と
見
え
る
こ
と
よ
り
、

郁
芳
門
院
の
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、

隆
俊
―
―
―
俊
実
―
―
小
別
当

　
　
　

――
女
（
隆
子
）

　
　
　
　
　

＝
―
―
雅
実

　
　
　
　
　

顕
房

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
顕
房
と
は
義
理
の
兄
弟
と
い
う
関
係
に
な
る
。
こ
の
血
縁
関
係

よ
り
、
顕
房
が
小
別
当
の
代
作
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑱
の
歌
に
つ
い
て
は
、
作
者
名
が
「
宰
相
典
侍
右
大
臣
殿
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、

小
字
「
右
大
臣
殿
」
を
代
作
者
名
と
し
て
捉
え
、
顕
房
の
代
作
と
考
え
た
。「
宰
相

典
侍
」
に
つ
い
て
は
、『
郁
芳
門
院
根
合
』
の
女
房
方
人
に
「
宰
相
典
侍
隆
宗
朝
臣

女
也
」と
見
え
る
。
こ
の「
隆
宗
朝
臣
女
」は
藤
原
宗
子
で
あ
ろ
う
。
藤
原
宗
子
は『
中

右
記
』
寛
治
七
年
一
月
一
日
の
条
に
「
新
典
侍
藤
宗
子
」、
同
年
十
二
月
十
五
日
の

条
に
「
典
侍
藤
宗
子
隆
宗
朝
臣
姫
」
と
見
え
る
。

⑳
の
歌
に
つ
い
て
は
、
郁
芳
門
院
根
合
の
作
者
名
表
記
が
「
小
別
当
左
兵
衛
督
俊
実
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
信
ず
れ
ば
、
小
別
当
の
父
俊
実
が
代
作
し
た
歌
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
「
右
方
小
別
当
詠
実
右
大
臣
作
也
」

と
あ
り
、『
袋
草
紙
』
に
も
「
右
大
臣
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
顕
房
の
代
作

と
見
な
す
も
の
で
あ
る
。

⑰
〜
⑳
の
歌
は
、
顕
房
五
七
歳
の
詠
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　

＊

以
下
に
示
す
の
は
、
詠
作
年
次
未
詳
歌
で
あ
る
。

㉑
『
後
拾
遺
集
』（
恋
二
、六
九
八
）

　
　

 

こ
こ
ろ
な
ら
ぬ
こ
と
や
は
べ
り
け
ん
、
か
た
ら
ひ
け
る
を
む
な
の
も
と
に
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ま
か
り
て
ま
く
ら
に
か
き
つ
け
侍
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣

わ
が
こ
こ
ろ
心
に
も
あ
ら
で
つ
ら
か
ら
ば
よ
が
れ
む
と
こ
の
か
た
み
と
も
せ
よ

㉒
『
万
代
集
』（
春
上
、
二
〇
六
）

　
　

望
山
花
と
い
ふ
こ
と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

き
の
ふ
ま
で
み
ど
り
に
見
え
し
さ
ほ
や
ま
の
は
る
の
か
ひ
に
は
は
な
ぞ
さ
き
け
る

右
の
歌
は
他
出
と
し
て
、『
夫
木
抄
』（
春
四
、一
一
三
一
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

望
山
花
と
い
ふ
事
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣

き
の
ふ
ま
で
み
ど
り
に
み
え
し
さ
ほ
山
の
春
の
か
ひ
に
は
花
ぞ
咲
き
け
る

㉓
『
和
歌
一
字
抄
』（
上
、
三
九
九
）

　
　

菊
満
庭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
右
大
臣
顕
房

白
菊
の
乱
れ
て
さ
け
る
庭
の
面
は
月
の
光
ぞ
い
と
ど
さ
や
け
き
（
三
九
九
）

四
．
ま
と
め

以
上
、
顕
房
の
詠
歌
二
十
三
首
の
集
成
と
考
証
よ
り
、
知
り
得
た
こ
と
を
整
理
し
、

権
門
歌
人
顕
房
の
活
動
の
一
端
と
し
て
ま
と
め
と
す
る
。

ま
ず
、
初
期
の
代
作
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
の
歌
合
詠
は
顕
房
一
五
歳
の
詠

で
あ
る
が
、
侍
従
乳
母
に
代
作
し
て
も
ら
っ
た
歌
で
あ
る
。
同
年
に
催
さ
れ
た
②
の

歌
合
に
お
い
て
も
、
詳
し
い
資
料
は
な
い
が
同
じ
よ
う
に
代
作
し
て
も
ら
っ
た
可
能

性
は
あ
る
。
ま
た
、
顕
房
の
晩
年
に
行
わ
れ
た
寛
治
七
年
五
月
五
日
郁
芳
門
院
根
合

に
お
い
て
も
、
そ
の
作
者
名
表
記
に
関
し
て
、
顕
房
の
代
作
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

顕
房
が
歌
合
や
歌
会
な
ど
の
ハ
レ
の
場
で
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
権
門
歌
人
と
し
て
果

た
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
若
い
時
に
は
代
作
を
し
て
も
ら
い
、
長
じ
て
は
代

作
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
た
。

次
に
顕
房
は
、
若
い
時
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
歌
合
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
23
）。
早
く
は
永
承
六
年
春
内
裏
歌
合
に
作
者
と
し
て
参
加
し
、

天
喜
四
年
五
月
に
は
頭
中
将
顕
房
歌
合
を
自
身
で
主
催
し
た
。
ま
た
承
暦
二
年
四
月

廿
八
日
内
裏
歌
合
に
は
判
者
と
し
て
、
寛
治
七
年
五
月
五
日
郁
芳
門
院
根
合
に
は
、

代
作
者
な
ら
び
に
判
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

顕
房
の
和
歌
二
十
三
首
に
つ
い
て
、
歌
合
の
歌
・
歌
会
の
歌
・
贈
答
歌
・
そ
の
他
（
独

詠
歌
等
）
に
分
け
る
と
、

歌
合
の
歌 

七
首
（
①
②
④
⑰
⑱
⑲
⑳
）

歌
会
の
歌 

八
首
（
③
⑥
⑨
⑩
⑪
⑯
㉒
㉓
）

贈
答
歌
（
24
） 

五
首
（
⑤
⑦
⑧
⑫
⑬
）

そ
の
他 

三
首
（
⑭
⑮
㉑
）

と
な
る
。
顕
房
の
和
歌
は
、
歌
合
や
歌
会
と
い
っ
た
ハ
レ
の
歌
が
多
い
と
指
摘
で
き
る
。

顕
房
に
と
っ
て
歌
合
の
判
者
を
す
る
こ
と
も
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
（
25
）。
承
暦

二
年
四
月
廿
八
日
内
裏
歌
合
に
お
い
て
顕
房
は
判
者
を
し
た
。
そ
の
判
詞
に
お
け
る

左
方
と
右
方
の
論
難
の
応
酬
は
、
衆
議
判
に
近
い
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

白
河
院
政
期
は
歌
論
・
歌
学
が
発
展
す
る
前
の
過
渡
期
の
時
期
で
あ
る
が
、
こ
う
い

う
中
、
顕
房
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

三
つ
目
は
顕
房
と
経
信
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
宮
馨
子
内
親
王
の
中
宮
職

の
役
職
に
お
い
て
、
顕
房
は
中
宮
大
夫
、
経
信
は
中
宮
権
大
夫
と
い
う
身
分
差
の
あ

る
関
係
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
大
納
言
経
信
集
』
に
は
馨
子
内
親
王
が
斎
院
退
下
後
、

師
房
第
に
住
ま
い
、
そ
こ
で
遊
び
が
催
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ

り
、
経
信
と
顕
房
の
近
し
い
関
係
が
見
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
顕
房
が
判
者
を
務
め
た

承
暦
二
年
四
月
廿
八
日
内
裏
歌
合
の
判
詞
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、『
袋
草
紙
』
に
は

そ
の
判
詞
と
は
全
く
違
う
判
を
経
信
が
記
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
判
は
、
こ
の
時

代
の
和
歌
批
評
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
（
26
）。
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四
つ
目
は
勅
撰
集
入
集
歌
数
状
況
に
つ
い
て
、
顕
房
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
で
内

大
臣
以
上
の
公
卿
に
つ
い
て
示
し
て
み
た
の
が
、
次
の
表
で
あ
る
。

勅
撰
集
合
計

後
拾
遺

金
葉

詞
花

千
載

新
古
今

そ
の
他
の 

勅
撰
集

頼
通

16

1

1

1

1

1

11

頼
宗

40

19

3

3

1

2

22

教
通

1

0

0

0

0

0

1

信
長

2

0

0

0

0

0

2

俊
家

2

0

0

0

1

0

1

師
実

16

1

0

1

3

1

10

師
通

4

1

0

0

1

2

0

師
房

9

2

1

0

1

1

4

俊
房

4

1

0

0

1

1

1

顕
房

14

4

4

0

1

1

4

忠
実

7

0

0

0

0

2

5

雅
実

5

0

1

0

1

1

2

右
表
に
よ
れ
ば
、
勅
撰
集
入
集
歌
数
の
多
い
人
物
は
、
四
〇
首
の
頼
宗
、
次
い
で

一
六
首
の
頼
通
・
師
実
、
そ
し
て
一
四
首
の
顕
房
と
続
く
。
そ
の
中
で
頼
宗
は
別
格

で
あ
る
が
、
顕
房
詠
が
『
後
拾
遺
集
』
や
『
金
葉
集
』
に
そ
れ
ぞ
れ
四
首
ず
つ
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
右
表
に
は
な
い
が
、
顕
房
室
隆
子

も
『
後
拾
遺
集
』
以
下
の
勅
撰
歌
人
で
、
入
集
歌
六
首
の
う
ち
、『
後
拾
遺
集
』
に

三
首
、『
金
葉
集
』
に
二
首
が
入
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
顕

房
な
ら
び
に
そ
の
室
隆
子
が
当
代
歌
人
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
の
証
と
も
な
ろ
う

が
、『
後
拾
遺
集
』
や
『
金
葉
集
』
の
撰
集
を
命
じ
た
白
河
院
と
の
特
別
な
関
係
、

顕
房
が
院
の
舅
で
あ
り
、
堀
河
天
皇
の
外
祖
父
で
あ
る
と
い
う
、
そ
う
し
た
関
係
も

影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
期
の
歌
壇
史
に
お
け
る
天
皇
家
と
摂
関
家
は
、
一
般
的
に
対
立
構
造
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
面
（
27
）
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
顕
房
の
和
歌
活
動
を
通
し
て
み
る
と
、

顕
房
も
摂
関
家
の
一
員
で
あ
る
が
天
皇
家
と
も
極
め
て
融
和
的
な
関
係
が
保
た
れ
て

き
た
。
権
門
歌
人
顕
房
の
特
徴
が
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
、
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

付
、
顕
房
年
表
（
含　

詠
作
年
次
推
定
歌
）

和
暦

西
暦

歳

月
日

官
位
官
職

詠
作
年
次

関
係
歌
合

長
暦
元

一
〇
三
七

一

誕
生

永
承
三

一
〇
四
八

一
二

2
・
6

任
侍
従
・
元
服

永
承
四

一
〇
四
九

一
三

2
月

右
少
将

12
・
28

東
宮
殿
上

永
承
五

一
〇
五
〇

一
四

2
・
6

従
五
位
上

11
・
3

正
五
位
下
（
上
東
門
院
御
給
）

11
・
27

従
四
位
下
（
馨
子
内
親
王
御
給
）

永
承
六

一
〇
五
一

一
五

1
・
7

従
四
位
上
（
祐
子
内
親
王
御
給
）

1
・
27

兼
近
江
権
介

①
永
承
六
年
春
内
裏
歌
合　

二　
（
春
）

②
新
千
載
集
・
夏　

二
三
四
（
五
月
五
日
）

　
　

※
永
承
六
年
五
月
五
日
内
裏
根
合

③
秋
風
集
・
秋
下　

三
七
一

12
月

正
四
位
下

永
承
七

一
〇
五
二

一
六

天
喜
元

一
〇
五
三

一
七

天
喜
二

一
八

天
喜
三

一
九

9
・
6

右
権
中
将

天
喜
四

二
〇

1
・
11

補
蔵
人
頭

2
・
3

兼
近
江
介

④
天
喜
四
年
四
月
卅
日
春
秋
歌
合　

九

※ 

天
喜
四
年
五
月
頭
中
将
顕
房
歌
合
（
主

催
者
顕
房
）

天
喜
五

二
一

兼
周
防
介
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康
平
元

一
〇
五
八

二
二

康
平
二

二
三

康
平
三

二
四

2
・
21

兼
伊
予
権
守

康
平
四

一
〇
六
一

二
五

2
・
28

参
議

7
・
16

従
三
位

康
平
五

一
〇
六
二

二
六

右
中
将

1
・
5

正
三
位
（
父
卿
譲
）

7
・
13

従
二
位
（
父
卿
譲
、
石
清
水
賀
茂
行
幸
賞
）

康
平
六

二
七

康
平
七

二
八

治
曆
元

一
〇
六
五

二
九

⑤ 

新
勅
撰
集
、
雑
一　

一
一
〇
九　
（
十
一

月
）

治
曆
二

三
〇

治
曆
三

一
〇
六
七

三
一

2
・
6

任
権
中
納
言
、
3
・
26
正
二
位

治
曆
四

三
二

12
・
29

兼
右
兵
衛
督
、

延
久
元

一
〇
六
九

三
三

1
・
26

転
左
兵
衛
督

⑥ 

続
古
今
集
・
秋
上　

三
一
六（
七
月
以
前
）

7
・
3

兼
中
宮
大
夫
（
筆
者
注
、同
日
馨
子
内
親
王
、中
宮
と
な
る
）

延
久
二

三
四

延
久
三

三
五

⑦
金
葉
集
・
賀　

三
三
〇　
（
三
月
九
日
）

延
久
四

三
六

12
・
2

任
権
大
納
言

延
久
五

三
七

承
保
元

一
〇
七
四

三
八

6
・
20

為
皇
后
宮
職

承
保
二

三
九

⑧ 

後
拾
遺
集
・
賀　
　

四
四
〇　
（
正
月

二
十
日
）

⑨ 

千
載
集
・
雑
上　

一
〇
三
七　
（
正
月
〜

十
月
）

⑩ 

後
拾
遺
集
・
恋
一　

六
六
二　
（
九
月

十
三
日
）

承
保
三

四
〇

⑪ 

後
拾
遺
集
・
賀　

四
三
六　
（
四
月
十
日
）

9
月

後
拾
遺
集
撰
進
の
勅
、
通
俊
に
下
る

承
暦
元

一
〇
七
七

四
一

承
暦
二

四
二

※ 

承
暦
二
年
四
月
廿
八
日
内
裏
歌
合
（
判

者
顕
房
）

承
暦
三

四
三

承
暦
四

四
四

8
・
22

兼
右
大
将

永
保
元

一
〇
八
一

四
五

永
保
二

四
六

永
保
三

一
〇
八
三

四
七

1
・
26

任
右
大
臣　
（
兄
俊
房
左
大
臣
、
弟
顕
房
右
大
臣
と
な
る
）

応
徳
元

一
〇
八
四

四
八

9
・
22

中
宮
賢
子　

崩

応
徳
二

四
九

応
徳
三

五
〇

9
・
16

後
拾
遺
集
完
成

寛
治
元

一
〇
八
七

五
一

⑫ 

新
古
今
集
・
賀　

七
二
四　
（
十
月

二
十
二
日
）

寛
治
二

五
二

⑬
経
信
集
Ⅲ　

五
二　

⑭
金
葉
集
・
冬　

二
八
九

寛
治
三

五
三

⑮
金
葉
集
・
雑
下　

六
〇
七

寛
治
四

五
四

寛
治
五

五
五

寛
治
六

五
六

寛
治
七

五
七

⑯ 

和
歌
一
字
抄
・
上　

五
四
七　
（
三
月
十

日
）

寛
治
七

五
七

⑰ 

郁
芳
門
院
根
合　

一
〇　
（
五
月
五
日
）

⑱ 

郁
芳
門
院
根
合　

一
三　
（
五
月
五
日
）

⑲ 

郁
芳
門
院
根
合　

一
四　
（
五
月
五
日
）

⑳ 

郁
芳
門
院
根
合　

一
八　
（
五
月
五
日
）

※ 

寛
治
七
年
五
月
五
日
郁
芳
門
院
根
合（
判

者
顕
房
）

嘉
保
元

一
〇
九
四

五
八

1
・
5

叙
従
一
位

9
・
5

薨

†
年
次
未
詳
歌

㉑
後
拾
遺
集
・
恋
二　

六
九
八

㉒
万
代
集
・
春
上　

二
〇
六

㉓
和
歌
一
字
抄
・
上　

三
九
九
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注（
１
）
顕
房
と
そ
の
関
係
人
物
の
系
図
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
２
）
上
野
理
氏
『
後
拾
遺
集
前
後
』（
昭
和
五
十
一
年　

笠
間
書
院
）。

（
３
）
筆
者
は
、
院
政
期
に
お
け
る
摂
関
家
の
和
歌
活
動
に
つ
い
て
、
藤
原
師
実
・
師

通
父
子
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
の
人
物
を
中
心
に
研
究
し
て
き
た
。
本
稿
は
そ
の

一
環
と
し
て「
源
顕
房
の
詠
歌
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
拙
稿「
藤

原
師
実
の
詠
歌
―
集
成
と
考
証
―
」（
都
留
文
科
大
学
大
学
院
紀
要 

第
８
集 

二
〇
〇
四
年
三
月
）、
拙
稿
「『
京
極
大
殿
御
集
』
の
研
究　

付
、
他
出
文
献
一

覧
表
」（
小
久
保
崇
明
編
『
日
本
語
日
本
文
学
論
集
』
笠
間
書
院　

二
〇
〇
七

年
七
月
）、
拙
稿
「
藤
原
師
通
の
和
歌
に
つ
い
て
」（
総
研
大 

文
化
科
学
研
究　

第
一
四
号　

二
〇
一
八
年
三
月
）。

（
４
）
以
下
、
和
歌
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
勅
撰
集
・

私
撰
集
・
歌
合
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
、
私
家
集
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』

に
よ
っ
た
が
、
歌
合
は
『
平
安
朝
歌
合
大
成　

増
補
新
訂
』
に
よ
っ
た
も
の
も

あ
る
。
散
文
等
は
小
学
館『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』、史
料
や
古
記
録
は『
国

史
大
系
』『
大
日
本
古
記
録
』
等
に
よ
っ
た
が
、
引
用
に
当
た
っ
て
漢
字
は
通

行
の
字
体
で
統
一
し
た
。

（
５
）
金
葉
集
は
二
度
本
に
よ
る
。
初
度
本
等
を
引
用
し
た
時
は
そ
の
旨
を
こ
と
わ
っ

た
。

（
６
）『
新
編
私
家
集
大
成
』
の
『
経
信
集
Ⅲ
』
を
使
用
す
る
が
、
以
下
、
一
般
的
な

呼
称
『
大
納
言
経
信
集
』
で
呼
称
す
る
。

（
７
）
詠
作
年
次
の
早
い
も
の
か
ら
掲
出
す
る
な
ら
ば
、
歌
合
な
ど
原
出
典
を
あ
げ
て
、

他
出
と
し
て
勅
撰
集
を
記
す
方
法
も
あ
ろ
う
が
、
便
宜
上
、
勅
撰
集
を
優
先
し

た
。
但
し
、
郁
芳
門
院
根
合
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
に
な
る
の
で
、
先
に
歌
合
本

文
を
あ
げ
た
。

（
８
）
萩
谷
氏
は
「
一
六
三　

天
喜
四
年
四
月
卅
日
皇
后
宮
寛
子
歌
合
」
の
折
の
歌
と

し
て
い
る
。（『
平
安
朝
歌
合
大
成　

新
訂
増
補　

二
』）

（
９
）
枝
松
睦
子
氏
「
出
羽
弁
集
の
一
考
察
―
栄
花
物
語
続
編
作
者
問
題
に
関
連
し

て
ー
」（
国
文　

第
三
十
号　

昭
和
四
十
四
年
三
月
）。

（
10
）
久
保
木
哲
夫
氏
「
出
羽
弁
集
と
そ
の
集
」（『
平
安
時
代
私
家
集
の
研
究
』
所
収

　

昭
和
六
十
年　

笠
間
書
院
）。

（
11
）『
平
安
朝
歌
合
大
成 

新
訂
増
補 

二
』
は
「
内
殿
」
と
す
る
が
、
こ
こ
は
和
歌
文

学
大
系
『
王
朝
歌
合
集
』（
田
島
智
子
氏
校
注
）
の
「
宇
治
殿
」
に
よ
る
。

（
12
）
康
資
王
母
は
父
高
階
成
順
が
筑
前
守
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
筑
前
と
も
呼
ば

れ
た
。

（
13
）
清
水
彰
氏
『
四
条
宮
下
野
集
全
釈
』（
昭
和
五
十
年
、
笠
間
書
院
）。

（
14
）『
金
葉
集
』
三
二
九
番
歌
の
作
者
「
宇
治
前
太
政
大
臣
」
に
つ
い
て
、
従
来
は

藤
原
頼
通
と
し
た
が
久
保
木
哲
夫
氏（「
京
極
関
白
師
実
と
そ
の
和
歌
活
動
」『
山

岸
徳
平
先
生
記
念
論
文
集　

日
本
文
学
の
視
点
と
諸
相
』
所
収　

平
成
三
年
五

月　

汲
古
書
院
）
や
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
金
葉
和
歌
集
・
詞
花
和
歌
集
』

（
校
注　

川
村
晃
生
・
柏
木
由
夫
氏
）
一
九
八
九　

岩
波
書
店
）
は
、
藤
原
師

実
と
す
る
。
そ
れ
に
従
う
。

（
15
）
注
（
１
）
参
照
。
拙
稿
「
藤
原
師
通
の
和
歌
に
つ
い
て
」（
総
研
大 

文
化
科
学
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研
究　

第
一
四
号　

二
〇
一
八
年
三
月
）。

（
16
）『
京
極
大
殿
御
集
』
一
一
番
歌
の
詞
書
に
「
承
保
三
年
四
月
三
日
、
中
宮
皇
女

降
誕
九
夜
ニ
」
と
あ
り
、
詞
書
の
内
容
を
追
う
と
一
二
、一
三
番
歌
こ
こ
は
承

保
三
年
九
月
十
三
日
を
思
わ
せ
る
が
、
承
保
二
年
九
月
十
三
日
の
詠
で
あ
る
こ

と
は
、
す
で
に
の
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
拙
稿
「『
京
極
大
殿
御
集
』
の
研
究

　

付
、
他
出
文
献
一
覧
表
」（
小
久
保
崇
明
編
『
日
本
語
日
本
文
学
論
集
』
笠

間
書
院　

二
〇
〇
七
年
七
月
）。

（
17
）
媞
子
内
親
王
の
誕
生
し
た
日
は
い
く
つ
か
の
記
述
が
あ
る
。『
今
鏡
』（
す
べ
ら

ぎ
の
中
第
二
）
は
「
三
年
四
月
五
日
郁
芳
門
院
生
ま
れ
さ
せ
給
ひ
て
」
と
あ
り
、

『
中
右
記
』
永
長
元
年
八
月
七
日
条
に
は
「
承
保
三
年
四
月
五
日
庚
寅
生
」
と

あ
る
。『
女
院
記
』
は
「
承
保
三
年
四
月
六
日
誕
生
」
と
す
る
。『
後
拾
遺
集
』

の
現
代
注
釈
で
も
藤
本
一
恵
氏
『
後
拾
遺
和
歌
集
全
釈
』・
川
村
晃
生
氏
『
和

泉
古
典
叢
書　

後
拾
遺
和
歌
集
』
は
「
四
月
四
日
」
と
し
、
い
さ
ら
会
『
後
拾

遺
和
歌
集
新
釈
』
は
「
四
月
五
日
」
と
す
る
。
筆
者
は
四
月
五
日
と
考
え
る
。

（
18
）
媞
子
の
産
ま
れ
た
日
は
承
保
三
年
四
月
五
日
な
の
で
、
そ
う
す
る
と
七
夜
は

十
一
日
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
詞
書
の
「
十
日
」
は
「
一
」
の
字
が
脱
落
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
『
大
納
言
経
信
集
』
で
は
媞
子
内
親
王
誕
生
を
四
月

四
日
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
19
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集 

十
二
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
『
大
納
言
経

信
集
』
の
解
題
参
照
。
奥
書
に
集
成
立
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）『
栄
花
物
語
』（
紫
野
）

 
 

 

四
月
に
な
り
て
、
祭
、
院
、
斎
宮
な
ど
御
覧
ず
べ
し
と
て
、
世
の
中
の
人
心

す
る
中
に
も
、
斎
宮
の
童
べ
小
さ
き
大
き
な
る
、
い
と
い
み
じ
く
う
つ
く
し

き
に
、
女
房
わ
れ
も
わ
れ
も
と
挑
み
て
、
え
も
い
は
ず
つ
く
し
た
り
。
…
…

殿
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、
左
右
の
大
殿
、
内
大
臣
殿
、
大
納
言
た
ち
、

そ
れ
よ
り
下
は
た
残
る
な
く
仕
う
ま
つ
れ
り
。
…
…

 

『
中
右
記
』
寛
治
二
年
四
月
廿
一
日
条
の
、

 
 

賀
茂
祭
、
使
顕
雅
、
院
御
見
物
、

 

『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
二
年
四
月
廿
一
日
条

 
 

 

雨
降
、
巳
剋
許
天
晴
之
、
院
御
見
物
也
、
摂
政
殿
・
大
臣
以
下
騎
馬
也
、
無

口
取
云
〃
、
直
衣
衣
冠
、
有
平
張
也
、

（
21
）
講
談
社　

一
九
九
二
年
刊
。

（
22
）
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成 

増
補
新
訂 

二
』（
一
九
九
五
年　

同
朋
舎
出
版
）

（
23
）
顕
房
の
関
わ
っ
た
歌
合
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

　

ⓐ
永
承
六
年
春
内
裏
歌
合
（
一
四
五
）　

歌
人
﹇
二
番
歌
﹈　

顕
房
一
五
歳　

 

　

ⓑ 

永
承
六
年
五
月
五
日
内
裏
根
合
（
一
四
六
）　

歌
人
﹇
一
四
、一
八
番
歌
﹈

顕
房
一
五
歳

 

　

ⓒ 

天
喜
四
年
四
月
卅
日
皇
后
宮
春
秋
歌
合
（
一
六
三
）
読
師
・
歌
人
﹇
九
番
歌
﹈

顕
房
二
〇
歳

 

　

ⓓ
天
喜
四
年
五
月
頭
中
将
顕
房
歌
合
（
一
六
四
）　

主
催
者　

顕
房
二
〇
歳

 

　

ⓔ
承
暦
二
年
四
月
廿
八
日
内
裏
歌
合
（
二
〇
三
）　

判
者　

顕
房
四
二
歳

 

　

ⓕ
寛
治
七
年
五
月
五
日
郁
芳
門
院
根
合
（
二
二
三
）　

判
者　

顕
房
五
七
歳

 

顕
房
は
一
五
歳
か
ら
晩
年
ま
で
歌
合
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
24
）
贈
答
歌
は
贈
歌
と
返
歌
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
返

歌
は
な
い
が
、
相
手
に
贈
る
こ
と
が
し
っ
か
り
と
明
示
し
て
あ
る
歌
は
贈
答
歌

と
し
て
扱
っ
た
。

（
25
）
安
井
重
雄
氏
は
、「
歌
合
に
お
け
る
判
者
と
主
催
者
」
と
い
う
口
頭
発
表
に
お

い
て
、
判
者
は
、
十
一
世
紀
こ
ろ
、
権
門
の
歌
人
や
重
代
歌
人
が
務
め
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。（
和
歌
文
学
会
関
西
七
月
例
会
口
頭
発
表
、
於
：
相

愛
大
学　

令
和
元
年
七
月
六
日
）

（
26
）
歌
論
史
的
に
は
経
信
が
注
目
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
同
時
代
評
価
と
し
て
は
、

顕
房
が
判
者
を
し
て
い
る
こ
と
に
意
義
が
認
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
顕

房
と
経
信
の
判
詞
の
相
違
の
問
題
は
、
同
時
代
的
な
評
価
を
踏
ま
え
な
が
ら
改

め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

（
27
）
注
（
１
）
参
照
。

二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日　

受
付

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
〇
日　

採
択
決
定
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Minamotono Akifusa’s Waka 
—Collection and Investigation—

HANAUE Kazuhiro
Department of Regional Studies,  

School of Cultural and Social Studies,  
The Graduate University for Advanced Studies, SOKENDAI

Summary

Minamotono Akifusa was the second son of Tsuchimikado Udaijin, Minamotono Morofusa. He became an 
udaijin (the third adviser to the Emperor) and was called Rokujo-Udaijin, because he lived on the 6th Street of 
Kyoto.

He had an older brother Toshifusa who became a sadaijin (the second adviser to the Emperor), and a 
younger sister Reishi who married Morozane.

Morozane adopted Akifusa’s daughter Kenshi, who became the Empress of Emperor Shirakawa. Empress 
Kenshi had three children, the imperial prince Atsufumi, the imperial princess Teishi, and the imperial prince 
Taruhito (Emperor Horikawa).  Akifusa was a maternal relative of Emperor Horikawa. He was also a 
kenmonkajin (a poet from an influential family).

He lived from the Emperor Shirakawa period to the Emperor Shirakawa Insei period. At that time Emperor 
Shirakawa came to take the reins of government personally.

The purpose of this paper is to study his activity as a kenmonkajin  and discuss his position as a poet in the 
Insei period, through examination of each of the 23 waka Akifusa wrote.

What I found noteworthy through the research may be summarized as follows.
1. � It is important to examine Akifusa’s ghostwriting in Utaawase (a poetry contest). He had Jijunomenoto (a 

court lady) compose a waka poem, when he was 15 years old. After he grew up, however, he came to 
compose waka for other people. As a kenmonkajin, he had the responsibility to compose waka poems on 
many occasions.

2. � Akifusa and Minamotono Tsunenobu (an excellent poet and bureaucrat) worked together in various 
situations. At one time Akifusa was the boss and Tsunenobu was his subordinate at the Empress 
Kyoshinaishinno’s house. After the Empress retired from the Saiin, she lived in Morofusa’house. Whenever 
they had a banquet, they composed and exchanged waka poems, according to Dainagontsunenobu-shu 
(Tsunenobu’s personal waka anthology).

3. � Of his 23 waka poems, four waka poems were included in the Goshuiwakashu (an imperial waka anthology) 
and another 4 waka poems were chosen to be in the Kinyowakashu (an imperial waka anthology). This is 
especially worth noting since there was no other instance where one poet had 8 waka poems chosen.

4. � Some studies have claimed that the Imperial family and the Sekkanke (regent house) at this time were not 
on good terms with each other. His waka poems appear to have a deep relationship with the Imperial family, 
and he had a strong connection with the Sekkannke (regent house), exchanging waka poems. This indicates 
that he had a good relationship with both the Imperial family and the Sekkanke (regent house) as a 
kenmonkajin.

Key words: Minamotono Akifusa, kenmonkajin, the Insei perid, the Imperial family, the Sekkanke (regent house)


